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す
べ
て
の
善
は
愛
に
属
し
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
者
が
愛
す
る
も
の
は
、
こ
れ
が
そ
の
者
に
善
で
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
つ
の
王
国
の
善
は
天
的
と
呼
ば
れ
、
も
う
一
つ
の
王
国
の
善
は
霊
的
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
王
国
が
、
主
へ
の
愛
の
善
と
、
隣
人
に
対
す
る
仁
愛
の
善
の
よ
う
に
、
互
い
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
す＊
＊—

—

主
へ
の
愛
の
善
は
内
的
な
善
で
あ
り
、
そ
の
愛
は
内
的
な
愛
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
天
的
な
天
使
は
内
的
な

天
使
で
あ
り
、
高
い
天
使
と
呼
ば
れ
ま
す
。

４　
天
界
は
二
つ
の
王
国
に
分
か
れ
て
い
る

　

二
〇　
天
界
に
は
無
限
の
多
様
性
が
あ
り
、
あ
る
社
会
が
他
の
社
会
と
似
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
く
、
あ
る
天
使
で
さ
え
他
の

天
使
と
似
て
い
な
い
の
で＊
＊

、
そ
れ
ゆ
え
、
天
界
は
、
全
般
的
に
、
特
定
的
に
、
部
分
的
に
区
別
さ
れ
、
全
般
的
に
は
二
つ
の
王
国
に
、

特
定
的
に
は
三
つ
の
天
界
に
、
そ
し
て
部
分
的
に
は
無
数
の
社
会
に
区
別
さ
れ
ま
す—

—

個
々
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
か
ら
述
べ

ま
す
。

　

王
国
と
言
わ
れ
ま
す
、
天
界
が
「
神
の
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
か
ら
で
す
。

　
二
一　
主
か
ら
発
出
す
る
神
性
を
さ
ら
に
内
的
に
受
け
入
れ
る
天
使
と
そ
れ
ほ
ど
内
的
に
受
け
入
れ
な
い
天
使
が
い
ま
す
。
さ
ら

に
内
的
に
受
け
入
れ
る
者
は
天
的
な
天
使
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ほ
ど
内
的
に
受
け
入
れ
な
い
者
は
霊
的
な
天
使
と
呼
ば
れ
ま
す—

—

こ

こ
か
ら
天
界
は
二
つ
の
王
国
に
区
別
さ
れ
、
そ
の
一
つ
は
天
的
な
王
国
、
も
う
一
つ
は
霊
的
な
王
国
と
呼
ば
れ
ま
す＊
＊

。　

　

二
二　
天
的
な
王
国
を
構
成
す
る
天
使
は
、
主
の
神
性
を
さ
ら
に
内
的
に
受
け
入
れ
る
の
で
、
内
的
な
天
使
そ
し
て
ま
た
高
い
天
使

と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
彼
ら
の
構
成
す
る
天
界
も
ま
た
、
内
的
な
天
界
そ
し
て
高
い
天
界
と
呼
ば
れ
ま
す＊
＊

。

　

高
い
、
ま
た
低
い
と
言
わ
れ
る
の
は
、
内
的
な
も
の
と
外
的
な
も
の
は
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
か
ら
で
す＊
＊

。

　

二
三　
天
的
な
王
国
に
い
る
者
は
、
天
的
な
愛
と
呼
ば
れ
る
愛
の
中
に
、
霊
的
な
王
国
に
い
る
者
は
、
霊
的
な
愛
と
呼
ば
れ
る
愛
の

中
に
い
ま
す—

—

天
的
な
愛
は
主
へ
の
愛
で
あ
り
、
霊
的
な
愛
は
隣
人
に
対
す
る
仁
愛
で
す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
１　

無
限
の
多
様
性
が
あ
り
、
他
の
も
の
と
同
じ
も
の
は
何
も
な
い（
七
二
三
六
、 

九
〇
〇
二
番
）。

天
界
の
中
に
も
ま
た
無
限
の
多
様
性
が
あ
る（
六
八
四
、 

六
九
〇
、 

三
七
四
四
、 

五
五
九
八
、 

七
二
三
六
番
）。

天
界
の
中
の
多
様
性
と
は
善
の
多
様
性
で
あ
る（
三
七
四
四
、 

四
〇
〇
五
、 

七
二
三
六
、 

七
八
八
三
、 

七
八
三
六
、 

九
〇
〇
二
番
）。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
界
の
中
の
す
べ
て
の
社
会
は
、
ま
た
社
会
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
天
使
は
自
分
自
身
か
ら
相
互
に
分
か
れ
て
い

る（
六
九
〇
、 

三
二
四
一
、 

三
五
一
九
、 

三
八
〇
四
、 

三
九
八
六
、 

四
〇
六
七
、 

四
一
四
九
、 

四
二
六
三
、 

七
二
三
六
、 

七
八
三
三
、 

七
八
三
六
番
）。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
す
べ
て
の
者
は
主
か
ら
の
愛
に
よ
っ
て
一
つ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る（
四
五
七
、 

三
九
八
六
番
）。

＊
２　

天
界
は
全
体
と
し
て
天
的
な
王
国
と
霊
的
な
王
国
の
二
つ
の
王
国
に
分
か
れ
て
い
る（
三
八
八
七
、 

四
一
三
八
番
）。

天
的
な
王
国
の
天
使
は
主
の
神
性
を
意
志
の
部
分
に
受
け
入
れ
、
こ
の
よ
う
に
理
解
力
の
部
分
に
受
け
入
れ
る
霊
的
な
天
使
よ
り

も
内
的
に
受
け
入
れ
る（
五
一
一
三
、 

六
三
六
七
、 

八
五
二
一
、 

九
九
三
六
、 

九
九
九
五
、 

一
〇
一
二
四
番
）。

＊
３　

天
的
な
王
国
を
構
成
す
る
天
界
は
、
高
い
も
の
と
呼
ば
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
霊
的
な
王
国
を
構
成
す
る
天
界
は
、
低
い
も
の
と
呼

ば
れ
る（
一
〇
〇
六
八
番
）。

＊
４　

内
的
な
も
の
は
高
い
も
の
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
高
い
も
の
は
内
的
な
も
の
を
意
味
す
る（
二
一
四
八
、 

三
〇
八
四
、 

四
五
九
九
、 

五
一
四
六
、 

八
三
二
五
番
）。

＊
５　

天
的
な
王
国
の
善
は
主
へ
の
愛
の
善
で
あ
る
、
霊
的
な
王
国
の
善
は
隣
人
に
対
す
る
仁
愛
の
善
で
あ
る（
三
六
九
一
、 

六
四
三
五
、 

九
四
六
八
、 

九
六
八
〇
、 

九
六
八
三
、 

九
七
八
〇
番
）。
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エ
ホ
バ
に
よ
り
教
え
ら
れ
た
者
が
主
に
よ
り
教
え
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
は
、
主
ご
自
身
が
「
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
」
で
教
え
ら

れ
て
い
ま
す（
六
・
四
五
、四
六
）。

　

二
六　
「
神
的
真
理
を
直
ち
に
生
活
の
中
に
受
け
入
れ
た
者
、
ま
た
受
け
入
れ
て
い
る
者
は
、
他
の
者
よ
り
も
知
恵
と
栄
光
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
を
聞
く
と
す
ぐ
に
、
そ
れ
ら
を
意
志
し
、
行
な
い
、
記
憶
の
中
に
蓄
え
て
か
ら
、
そ
の
後
、

そ
う
な
の
か
ど
う
か
、
と
考
え
な
い
か
ら
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
者
は
、
聞
い
た
こ
と
が
真
理
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
主
か
ら
の
流
入
に
よ
っ
て
直
ち
に
知
り
ま
す
。
主
は
人
間
の
意
志

す
る
こ
と
の
中
に
直
接
に
流
入
さ
れ
、
意
志
す
る
こ
と
を
通
し
て
彼
の
考
え
る
こ
と
の
中
へ
間
接
に
流
入
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
同

じ
こ
と
で
す
が
、
主
は
善
の
中
に
直
接
に
流
入
さ
れ
、
善
を
通
し
て
真
理
の
中
に
間
接
に
流
入
さ
れ
る
か
ら
で
す＊
８
。
な
ぜ
な
ら
、
意
志

　

二
四　
天
的
な
王
国
は
、
主
の
〝
祭
司
の
王
国
〟
と
も
呼
ば
れ
、
み
こ
と
ば
の
中
で
「
そ
の
方
の
住
ま
い
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た

霊
的
な
王
国
は
、
そ
の
方
の
〝
王
の
王
国
〟
と
呼
ば
れ
、
み
こ
と
ば
の
中
で
「
そ
の
方
の
王
座
」
と
呼
ば
れ
ま
す—

—

世
で
も
ま
た
、

主
は
天
的
な
神
性
か
ら
「
イ
エ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
霊
的
な
神
性
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

二
五　
主
の
天
的
な
王
国
の
中
の
天
使
は
、
霊
的
な
王
国
の
中
に
い
る
天
使
と
比
べ
て
、
知
恵
と
栄
光
で
大
い
に
ま
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
そ
の
方
へ
の
愛
の
中
に
い
て
、
そ
の
方
に
さ
ら
に
近
く
、
さ
ら
に
結
合
し
て
い
る
の
で
、
主
の
神
性
を
内
的
に
受
け
入

れ
る
か
ら
で
す＊
＊

。

　

天
的
な
天
使
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
は
、
彼
ら
が
神
的
真
理
を
直
ち
に
生
活
の
中
に
受
け
入
れ
た
か
ら
、
ま
た
受
け
入
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
霊
的
な
天
使
の
よ
う
に
、
先
に
記
憶
と
思
考
の
中
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
分
の
心（cor

）

に
書
き
つ
け
た
神
的
真
理
を
も
っ
て
お
り
、
あ
た
か
も
自
分
自
身
の
中
に
見
る
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
知
覚
し
て
お
り
、
決
し
て
そ

れ
ら
に
つ
い
て
、「
そ
う
で
あ
る
、
そ
う
で
は
な
い
」
な
ど
と
推
論
し
ま
せ
ん＊
＊—

—

彼
ら
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
「
エ
レ
ミ
ヤ
書
」
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
、

わ
た
し
は
わ
た
し
の
律
法
を
彼
ら
の
精
神
に
与
え
、
そ
れ
を
彼
ら
の
心
に
書
き
記
す
。
…
…
も
は
や
だ
れ
も
自
分
の
友
に
、

だ
れ
も
自
分
の
兄
弟
に
、「
エ
ホ
バ
を
知
れ
」
と
言
っ
て
、
教
え
な
い
。
…
…
彼
ら
の
最
小
の
者
か
ら
彼
ら
の
最
大
の
者
ま
で
、

わ
た
し
を
知
る
（
三
一
・
三
三
、三
四
）
。

　

ま
た
、「
イ
ザ
ヤ
書
」
に
、「
エ
ホ
バ
に
よ
り
教
え
ら
れ
た
〔
者
〕
」（
五
四
・
一
三
）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
６　

天
的
な
天
使
は
、
霊
的
な
天
使
に
比
べ
て
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
賢
明
で
あ
る（
二
七
一
八
、 

九
九
九
五
番
）。

　
　
　

天
的
な
天
使
と
霊
的
な
天
使
の
間
の
相
違
は
ど
ん
な
も
の
か（
二
〇
八
八
、 

二
六
六
九
、 

二
七
〇
八
、 

二
七
一
五
、 

三
二
三
五
、 

三
二
四
〇
、 

四
七
八
八
、 

七
〇
六
八
、 

八
五
二
一
、 

九
二
七
七
、 

一
〇
二
九
五
番
）。

＊
７　

天
的
な
天
使
は
、
信
仰
の
真
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
自
分
自
身
の
中
に
知
覚
し
て
い
る
の
で
推
論
し
な
い
。
し
か
し
霊
的
な
天

使
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
そ
う
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
そ
う
で
な
い
か
、
と
推
論
す
る（
二
〇
二
、 

三
三
七
、 

五
九
七
、 

六
〇
七
、 

七
八
四
、 

一
一
二
一
、 

一
三
八
四
、 

一
三
九
八
、 

一
九
一
九
、 

三
二
四
六
、 

四
四
四
八
、 

七
六
八
〇
、 

七
八
七
七
、 

八
七
八
〇
、 

九
二
七
七
、 

一
〇
七
八
六
番
）。

＊
８　

主
の
流
入
は
、
善
の
中
へ
、
善
を
通
し
て
真
理
の
中
へ
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
意
志
の
中
へ
、
そ
れ
を
通
し

て
理
解
力
の
中
へ
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い（
五
四
八
二
、 

五
六
四
九
、 

六
〇
二
七
、 

八
六
八
五
、 

八
七
〇
一
、 

一
〇
一
五
三
番
）。
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に
属
し
、
こ
こ
か
ら
働
き
に
属
す
も
の
は
善
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
記
憶
に
属
し
、
こ
こ
か
ら
思
考
に
属
す
も
の
は
真
理
と
言
わ
れ—

—
さ
ら
に
ま
た
、
す
べ
て
の
真
理
は
、
意
志
に
入
る
と
す
ぐ
に
善
へ
変
え
ら
れ
、
愛
に
植
え
つ
け
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
、
真
理

が
、
記
憶
と
そ
こ
か
ら
の
思
考
の
中
に
あ
る
か
ぎ
り
、
善
と
は
な
ら
ず
、
生
か
さ
れ
も
せ
ず
、
人
間
の
も
の
と
も
な
り
ま
せ
ん
。
人
間

は
意
志
と
そ
こ
か
ら
の
理
解
力
か
ら
人
間
で
あ
り
、
意
志
か
ら
分
離
し
た
理
解
力
か
ら
は
人
間
で
は
な
い
か
ら
で
す＊
９
。

　

二
七　
天
的
な
王
国
と
霊
的
な
王
国
の
間
に
は
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
一
緒
に
い
る
こ
と
も
、
互
い

の
交
わ
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
霊
的
な
天
的
社
会
と
呼
ば
れ
る
中
間
の
天
使
の
社
会
を
通
し
て
、
伝
達
が
存
在
す
る
だ
け
で
す
。
そ
の
社

会
を
通
し
て
天
的
な
王
国
は
霊
的
な
王
国
へ
流
入
し
ま
す＊＊
＊—

—

こ
こ
か
ら
で
す
、
た
と
え
天
界
が
二
つ
の
王
国
に
分
か
れ
て
い
て
も
、

そ
れ
で
も
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
は
常
に
こ
の
よ
う
な
中
間
の
天
使
を
備
え
ら
れ
、
彼
ら
を
通
し
て
伝
達
と
結
合
が
あ
り
ま
す
。

　

二
八　
こ
れ
ら
二
つ
の
王
国
の
天
使
に
つ
い
て
は
、
こ
の
あ
と
多
く
の
こ
と
を
扱
う
の
で
、
こ
こ
で
は
個
々
の
も
の
は
省
き
ま
す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
９　

人
間
の
意
志
は
彼
の
い
の
ち
の
エ
ッ
セ（
存
在
）で
あ
り
、
愛
の
善
の
容
器
で
あ
る
。
ま
た
理
解
力
は
そ
こ
か
ら
の
い
の
ち
の
エ
キ
シ

ス
テ
レ（
実
在
）で
あ
り
、
信
仰
の
真
理
と
善
の
容
器
で
あ
る（
三
六
一
九
、 

五
〇
〇
二
、 

九
二
八
二
番
）。

こ
の
よ
う
に
、
意
志
の
い
の
ち
は
人
間
の
主
要
な
い
の
ち
で
あ
り
、
理
解
力
の
い
の
ち
は
そ
こ
か
ら
発
出
す
る（
五
八
五
、 

五
九
〇
、 

三
六
一
九
、 

七
三
四
二
、 

八
八
八
五
、 

九
二
八
二
、 

一
〇
〇
七
六
、 

一
〇
一
〇
九
、 

一
〇
一
一
〇
番
）。

意
志
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
、
い
の
ち
に
属
す
も
の
と
な
り
、
人
間
に
自
分
の
も
の
に
さ
れ
る（
三
一
六
一
、 

九
三
八
六
、 

九
三
九
三
番
）。

人
間
は
意
志
と
こ
こ
か
ら
の
理
解
力
か
ら
人
間
で
あ
る（
八
九
一
一
、 

九
〇
六
九
、 

九
〇
七
一
、 

一
〇
〇
七
六
、 

一
〇
一
〇
六
、 

一
〇
一
一
〇
番
）。

さ
ら
に
ま
た
、
よ
く
意
志
し
、
よ
く
理
解
す
る
者
は
だ
れ
で
も
他
の
者
か
ら
愛
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
く
理
解
す
る
が
、

よ
く
意
志
し
な
い
者
は
退
け
ら
れ
、
さ
げ
す
ま
れ
る（
八
九
一
一
、 

一
〇
〇
七
六
番
）。

さ
ら
に
ま
た
、
人
間
は
死
後
、
彼
の
意
志
と
そ
こ
か
ら
理
解
力
の
あ
っ
た
ま
ま
に
と
ど
ま
り
、
理
解
力
に
属
す
、
同
時
に
意
志
に

属
さ
な
い
も
の
は
、
そ
の
人
間
の
中
に
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
の
時
、
消
え
る（
九
〇
六
九
、 

九
〇
七
一
、 

九
二
八
二
、 

九
三
八
六
、 

一
〇
一
五
三
番
）。

＊
10　

二
つ
の
王
国
の
間
に
、
霊
的
な
天
的
社
会
と
呼
ば
れ
る
天
使
の
社
会
に
よ
っ
て
、
伝
達
と
結
合
が
あ
る（
四
〇
四
七
、 

六
四
三
五
、 

八
七
九
六
、 

八
八
〇
二
番
）。
天
的
な
王
国
を
通
し
て
霊
的
な
王
国
へ
の
主
の
流
入
に
つ
い
て（
三
九
六
九
、 

六
三
六
六
番
）。
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で
受
け
入
れ
ら
れ
る
神
性
は
、
自
然
的
と
呼
ば
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
天
界
の
自
然
的
な
も
の
は
世
の
自
然
的
な
も
の
の
よ

う
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
の
中
に
霊
的
な
も
の
と
天
的
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
天
界
は
自
然
的
な
霊
的
な
天
界
、

自
然
的
な
天
的
な
天
界
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
か
ら
そ
こ
の
天
使
は
自
然
的
な
霊
的
な
天
使
、
自
然
的
な
天
的
な
天
使
と
呼
ば
れ
ま

す＊
＊

。
霊
的
な
天
界
で
あ
る
中
間
ま
た
は
第
二
の
天
界
か
ら
流
入
を
受
け
入
れ
る
者
は
、
自
然
的
な
霊
的
な
天
使
と
呼
ば
れ
ま

す
。
天
的
な
天
界
で
あ
る
第
三
ま
た
は
最
内
部
の
天
界
か
ら
流
入
を
受
け
入
れ
る
者
は
、
自
然
的
な
天
的
な
天
使
と
呼
ば
れ
ま

す—
—

自
然
的
な
霊
的
な
天
使
と
自
然
的
な
天
的
な
天
使
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
一
つ
の
段
階
の
中
に
い
る
の

で
彼
ら
は
一
つ
の
天
界
を
構
成
し
ま
す
。

５　
三
つ
の
天
界
が
あ
る

　

二
九　
最
内
部
の
ま
た
は
第
三
の
天
界
、
中
間
の
ま
た
は
第
二
の
天
界
、
最
外
部
の
ま
た
は
第
一
の
天
界
、
こ
れ
ら
三
つ
の

天
界
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
互
い
に
完
全
に
分
離
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
互
い
に
続
い
て
お
り
、
頭
と
呼
ば
れ
る
人
間
の
最
上

部
、
身
体
で
あ
る
そ
の
中
間
部
、
足
で
あ
る
最
低
部
の
よ
う
に
、
ま
た
家
の
最
上
の
部
分
、
そ
の
中
間
の
部
分
、
そ
の
最
低
の

部
分
の
よ
う
に
存
続
し
ま
す—

—

主
か
ら
発
出
し
、
下
っ
て
い
る
神
性
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
秩
序
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
秩

序
の
必
然
性
か
ら
、
天
界
は
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

　

三
〇
　
人
間
の
心（m

ens

）と
ア
ニ
ム
ス（
外
的
な
心
）に
属
す
内
的
な
も
の
も
ま
た
似
た
秩
序
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
も

最
内
部
・
中
間
部
・
最
外
部
が
あ
る
の
は
、
創
造
の
時
か
ら
人
間
の
中
に
神
的
な
秩
序
の
す
べ
て
の
も
の
が
授
け
ら
れ
、
形
の

中
で
神
的
な
秩
序
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
天
界
の
最
小
の
似
姿
と
な
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す＊
＊—

—

そ
れ
ゆ
え
、
人
間
も

ま
た
内
的
な
も
の
に
関
し
て
天
界
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
世
で
生
き
た
と
き
に
主
か
ら
神
的
善
と
神
的
真
理

を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
死
後
、
最
内
部
の
天
界
、
ま
た
は
中
間
の
天
界
、
ま
た
は
最
外
部
の
天
界
の
天
使
の
間

に
や
っ
て
来
ま
す
。

　
三
一
　
主
か
ら
流
入
し
、
第
三
ま
た
は
最
内
部
の
天
界
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
神
性
は
、
天
的
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
か
ら
そ
こ
の

天
使
は
天
的
な
天
使
と
呼
ば
れ
ま
す
。
主
か
ら
流
入
し
、
第
二
ま
た
は
中
間
の
天
界
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
神
性
は
、
霊
的
と
呼

ば
れ
、
こ
こ
か
ら
そ
こ
の
天
使
は
霊
的
な
天
使
と
呼
ば
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
主
か
ら
流
入
し
、
最
外
部
ま
た
は
第
一
の
天
界

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
１　
人
間
の
中
に
神
的
秩
序
の
す
べ
て
の
も
の
が
授
け
ら
れ
て
お
り
、
人
間
は
創
造
か
ら
神
的
秩
序
の
形
で
あ
る（
四
二
一
九
、 

四
二
二
三
、四
五
二

三
、四
五
二
四
、五
一
一
四
、五
一
六
八
、六
〇
一
三
、六
〇
五
七
、六
六
〇
五
、六
六
二
六
、九
七
〇
六
、 

一
〇
一
五
六
、一
〇
四
七
二
番
）。

人
間
の
も
と
で
、
そ
の
内
な
る
人
は
天
界
の
映
像
に
、
ま
た
外
な
る
人
は
世
の
映
像
に
形
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
は
古
代
人

に
よ
り
小
宇
宙
と
言
わ
れ
た（
四
五
二
三
、五
一
一
五
、六
〇
一
三
、六
〇
五
七
、九
二
七
九
、 

九
七
〇
六
、一
〇
一
五
六
、一
〇
四
七
二
番
）。

こ
の
よ
う
に
人
間
は
創
造
か
ら
そ
の
内
的
な
も
の
に
関
し
て
、
最
大
の
映
像
に
し
た
が
っ
て
最
小
の
似
姿
の
天
界
で
あ
り
、
主
か
ら
新
し
く

創
造
さ
れ
た
ま
た
は
再
生
さ
れ
た
人
間
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る（
九
一
一
、一
九
〇
〇
、一
九
二
八
、三
六
二
四
〜
三
六
三
一
、三
六
三
四
、

三
八
八
四
、四
〇
四
一
、四
二
七
九
、四
五
二
三
、四
五
二
四
、四
六
二
五
、六
〇
一
三
、六
〇
五
七
、九
二
七
九
、九
六
三
二
番
）。

＊
２　

最
内
部
・
中
間
部
・
最
外
部
の
、
ま
た
は
第
三
・
第
二
・
第
一
の
、
三
つ
の
天
界
が
あ
る（
六
八
四
、九
五
九
四
、一
〇
二
七
〇
番
）。

さ
ら
に
ま
た
、
善
は
そ
こ
に
三
重
の
順
序
で
続
く（
四
九
三
八
、 

四
九
三
九
、 

九
九
九
二
、一
〇
〇
〇
五
、一
〇
〇
一
七
番
）。

最
内
部
の
ま
た
は
第
三
の
天
界
の
善
は
天
的
と
言
わ
れ
、
中
間
の
ま
た
は
第
二
の
善
は
霊
的
、
最
外
部
の
ま
た
は
第
一
の
善
は
自
然

的
霊
的
と
言
わ
れ
る（
四
二
七
九
、 

四
二
八
六
、 

四
九
三
八
、四
六
三
九
、九
九
九
二
、一
〇
〇
〇
五
、一
〇
〇
一
七
、一
〇
〇
六
八
番
）。
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こ
こ
か
ら
、
内
的
な
状
態
が
天
界
を
つ
く
る
こ
と
、
ま
た
天
界
は
そ
れ
ぞ
れ
の
者
の
内
に
あ
っ
て
、
そ
の
外
に
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
も
ま
た
次
の
よ
う
に
言
っ
て
、
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
、

神
の
王
国
は
目
に
見
え
て
や
っ
て
来
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、「
見
よ
、
こ
こ
を
」、「
見
よ
、
そ
こ
を
」、
と
言
う
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
見
よ
、
神
の
王
国
は
あ
な
た
が
た
の
中
に
あ
る
か
ら
で
す（
ル
カ
一
七
・
二
〇
、二
一
）
。

　

三
四　
す
べ
て
の
完
全
さ
も
ま
た
、
内
的
な
も
の
に
向
け
て
増
大
し
、
外
的
な
も
の
に
向
け
て
減
少
し
ま
す
。
内
的
な
も
の
は
神

性
に
近
く
、
本
質
的
に
さ
ら
に
純
粋
で
す
、
け
れ
ど
も
、
外
的
な
も
の
は
神
性
か
ら
遠
く
、
本
質
的
に
さ
ら
に
粗
悪
で
あ
る
か
ら
で
す＊
＊

。

　

天
使
の
完
全
さ
は
、
知
性
・
知
恵
・
愛
、
そ
し
て
す
べ
て
の
善
の
中
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
幸
福
の
中
に
あ
り
ま
す
、
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ら
の
な
い
幸
福
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の
な
い
幸
福
は
外
な
る
も
の
で
あ
り
、
内
な
る
も
の

で
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

三
二　
そ
れ
ぞ
れ
の
天
界
に
内
な
る
も
の
と
外
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す—

—

そ
こ
の
内
な
る
も
の
に
い
る
者
は
内
な
る
天
使

と
呼
ば
れ
、
そ
こ
の
外
な
る
も
の
に
い
る
者
は
外
な
る
天
使
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
天
界
の
中
の
外
な
る
も
の
と
内
な
る
も
の
は
、
人
間
の
意
志
と
そ
の
理
解
力
の
よ
う
に
振
る
舞
い
ま
す
。
内
な

る
も
の
が
意
志
で
、
外
な
る
も
の
が
理
解
力
で
す—

—

す
べ
て
の
意
志
は
、
そ
れ
自
体
の
理
解
力
を
も
っ
て
お
り
、
一
方
な
し

に
も
う
一
方
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
比
べ
れ
ば
、
意
志
は
炎
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
理
解
力
は
そ
こ
か
ら
の
光
の
よ
う
で
す
。

　

三
三　
天
使
の
内
的
な
も
の
が
、
天
使
を
あ
る
天
界
の
中
か
ま
た
は
他
の
天
界
の
中
に
い
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ

く
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん—

—

内
的
な
も
の
が
主
へ
向
け
て
開
か
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
彼
ら
は
ま
す
ま
す
内

的
な
天
界
に
い
る
か
ら
で
す
。

　

三
つ
の
内
的
な
段
階
は
、
天
使
と
同
じ
く
霊
に
も
、
ま
た
人
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
者
に
も
あ
り
ま
す
。
最
内
部
の
天
界
に
い
る

者
に
は
、
第
三
の
段
階
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
中
間
の
天
界
に
い
る
者
に
は
第
二
の
段
階
、
ま
た
最
外
部
の
天
界
の
中
に
い
る

者
に
は
第
一
の
段
階
だ
け
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

内
的
な
も
の
は
、
神
的
善
と
神
的
真
理
を
受
け
入
れ
る
の
に
し
た
が
っ
て
開
か
れ
ま
す—

—

神
的
真
理
に
感
動
し
、
そ
れ
ら

を
直
ち
に
生
活（
い
の
ち
）に
、
し
た
が
っ
て
意
志
と
そ
こ
か
ら
の
行
動
に
取
り
入
れ
た
者
は
、
最
内
部
の
ま
た
は
第
三
の
天
界

に
い
て
、
真
理
の
情
愛
か
ら
善
を
受
け
入
れ
る
の
に
し
た
が
っ
て
そ
の
天
界
の
中
に
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
真
理
を
直
ち
に
意

志
の
中
に
入
れ
な
い
で
、
記
憶
と
そ
こ
か
ら
理
解
力
の
中
に
入
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
意
志
し
、
そ
れ
を
行
な
う
者
は
、
中
間
の

ま
た
は
第
二
の
天
界
に
い
ま
す—

—

し
か
し
、
道
徳
的
に
生
き
、
神
的
な
も
の
を
信
じ
て
い
て
、
教
え
ら
れ
よ
う
と
そ
れ
ほ
ど

思
わ
な
い
者
は
、
最
外
部
の
ま
た
は
第
一
の
天
界
に
い
ま
す＊
＊

。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
３　

人
間
の
中
に
天
界
と
同
数
の
そ
れ
だ
け
多
く
の
い
の
ち
の
段
階
が
あ
り
、
死
後
、
彼
の
い
の
ち（
生
活
）に
し
た
が
っ
て
開
か
れ
る

（
三
七
四
七
、 

九
五
九
四
番
）。

天
界
は
人
間
の
中
に
あ
る（
三
八
八
四
番
）。

こ
こ
か
ら
、
世
で
天
界
を
自
分
自
身
の
中
に
受
け
入
れ
た
者
は
、
死
後
、
天
界
に
や
っ
て
来
る（
一
〇
七
一
七
番
）

＊
４　

内
的
な
も
の
は
、
神
的
な
も
の
に
近
い
の
で
、
さ
ら
に
完
全
で
あ
る（
三
四
〇
五
、 

五
一
四
六
、 

五
一
四
七
番
）。

内
な
る
も
の
の
中
に
は
数
千
ま
た
数
千
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
外
な
る
も
の
の
中
で
共
通
の
一
つ
の
も
の
の
よ
う
に
見
え
る

（
五
七
〇
七
番
）。

人
間
が
外
な
る
も
の
か
ら
内
的
な
も
の
に
向
け
て
上
げ
ら
れ
れ
ば
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
光
の
中
に
、
し
た
が
っ
て
知
性
の

中
に
や
っ
て
来
る
。
そ
の
高
揚
は
、
雲
か
ら
明
る
さ
の
中
へ
上
が
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る（
四
五
九
八
、  

六
一
八
三
、 

六
三
一
三
番
）。
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し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
す
が
、
主
が
あ
る
者
を
低
い
天
界
か
ら
高
い
天
界
へ
、
そ
こ
の
栄
光
を
見
せ
る
た
め
に
上
げ
ら
れ
る

と
き
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
時
、
彼
ら
は
最
初
に
準
備
さ
れ
、
仲
介
す
る
天
使
に
囲
ま
れ
て
、
彼
ら
を
通
し
て
交
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
そ
れ
ら
の
三
つ
の
天
界
は
互
い
に
完
全
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

　

三
六　
同
じ
天
界
に
い
る
者
は
、
そ
こ
の
だ
れ
と
も
交
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
し
か
し
、
交
わ
り
の
快
い
も
の
は
彼
ら

の
中
の
善
の
類
似
性
に
し
た
が
っ
て
い
ま
す—

—

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
と
の
章
の
中
で
述
べ
ま
す
。

　

三
七　
た
と
え
、
あ
る
天
界
の
天
使
が
他
の
天
界
の
天
使
と
交
際
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
天
界
が
分
か
れ
て
い
て
も
、

そ
れ
で
も
や
は
り
主
は
す
べ
て
の
天
界
を
直
接
と
間
接
の
流
入
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
天
界
の
中
へ
ご
自
分
か
ら
の
直
接
の
流
入

に
よ
っ
て
、
ま
た
あ
る
天
界
か
ら
他
の
天
界
の
中
へ
間
接
の
流
入
に
よ
っ
て
、
結
合
さ
れ
て
い
ま
す＊
＊

。
こ
う
し
て
、
三
つ
の
天
界

が
一
つ
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
が
〝
最
初
の
も
の
〟
か
ら
最
後
の
も
の
ま
で
結
び
つ
き
の
中
に
あ
り
、
結
び
つ
か
な
い
も
の
が

　

最
内
部
の
天
界
の
天
使
の
内
的
な
も
の
は
、
第
三
の
段
階
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
の
完
全
さ
は
、
内
的
な
も
の

が
第
二
の
段
階
に
開
か
れ
て
い
る
中
間
の
天
界
の
天
使
の
完
全
さ
に
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
ま
さ
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
中
間
の
天

界
の
天
使
の
完
全
さ
は
、
最
外
部
の
天
界
の
天
使
の
完
全
さ
に
ま
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
三
五　
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
で
、
あ
る
天
界
の
天
使
が
他
の
天
界
の
天
使
の
と
こ
ろ
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、

す
な
わ
ち
、
あ
る
者
が
低
い
天
界
か
ら
上
る
こ
と
や
、
高
い
天
界
か
ら
下
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん—

—

低
い
天
界
か
ら
上
る
者

は
、
苦
痛
を
感
じ
る
ほ
ど
の
不
安
に
襲
わ
れ
、
そ
こ
の
者
を
見
る
こ
と
も
、
ま
し
て
彼
ら
と
話
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
高
い

天
界
か
ら
下
る
者
は
、
自
分
の
知
恵
を
奪
わ
れ
、
声
は
つ
か
え
、
絶
望
し
ま
す
。

　

天
界
が
天
使
の
内
的
な
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
ま
だ
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
最
外
部
の
天
界
の
者
が
い
ま
し
た
。

そ
の
者
は
、
た
だ
上
方
の
天
使
の
天
界
に
入
る
だ
け
で
、
そ
こ
の
天
界
の
幸
福
に
入
れ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。〔
そ

こ
で
〕
彼
ら
の
間
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
、
し
か
し
、
そ
こ
に
行
っ
た
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
捜
し
て
も
、
だ
れ
も
見
つ
け

出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
大
群
衆
が
い
た
の
で
す
。
そ
の
到
着
者
の
内
的
な
も
の
は
、
そ
こ
の
天
使
の
内
的
な
段
階
に

ま
で
開
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
視
覚
も
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
間
も
な
く
、
自
分
の
い
の
ち
が
あ
る

の
か
、
な
い
の
か
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
心
の
苦
悶
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
急
い
で
そ
こ
か
ら
、
こ
れ

ま
で
い
た
天
界
へ
戻
り
、
自
分
の
仲
間
の
間
に
来
て
、
喜
び
、
も
う
自
分
の
い
の
ち
に
一
致
し
な
い
よ
う
な
高
い
も
の
を
望
ま

な
い
と
約
束
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ま
た
私
は
、
高
い
天
界
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
自
分
の
天
界
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
る
よ
う
に
ま
で

も
自
分
の
知
恵
を
奪
わ
れ
た
者
を
見
ま
し
た
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
５　

主
か
ら
の
流
入
は
、
ご
自
身
か
ら
の
直
接
の
も
の
、
そ
し
て
ま
た
あ
る
天
界
を
通
し
て
他
の
天
界
へ
の
間
接
の
も
の
が
あ
る
。
人

間
の
も
と
の
内
的
な
も
の
へ
の
流
入
も
同
様
で
あ
る（
六
〇
六
三
、 

六
三
〇
七
、 

六
四
七
二
、 

九
六
八
二
、 

九
六
八
三
番
）。

主
か
ら
の
神
的
な
も
の
の
直
接
の
流
入
に
つ
い
て（
六
〇
五
八
、 

六
四
七
四
〜
六
四
七
八
、 

八
七
一
七
、 

八
七
二
八
番
）。

霊
界
を
通
っ
て
自
然
界
へ
の
間
接
的
な
流
入
に
つ
い
て（
四
〇
六
七
、 

六
九
八
二
、 

六
九
八
五
、 

六
九
九
六
番
）。

＊
６　

す
べ
て
の
も
の
は
そ
れ
以
前
の
も
の
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
「
最
初
の
も
の
」
か
ら
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
同
様
に
存
続
す
る
、

存
続
は
絶
え
間
の
な
い
存
在
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
ゆ
え
、
ば
ら
ば
ら
の
も
の
は
存
在
し
な
い（
三
六
二
六
〜
三
六
二
八
、 

三
六
四
八

、 

四
五
二
三
、 

四
五
二
四
、六
〇
四
〇
、 

六
〇
五
六
番
）。
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と
表
象
す
る
も
の
が
何
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
な
の
か
、
ま
た
流
入
が
ど
ん
な
も
の
か
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
感
覚

的
な
人
間
は
、
こ
れ
ら
の
相
違
を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
、
こ
の
段
階
に
従
う
連
続
す
る
も
の
も
ま
た
、
増
大
し
、
減
少
す
る
か

ら
で
す
。そ
れ
ゆ
え
、彼
ら
は
霊
的
な
も
の
を
自
然
的
な
も
の
が
純
粋
に
な
っ
た
も
の
と
し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん—

—

そ
れ
で
ま
た
、
彼
ら
は
知
性
か
ら
離
れ
て
、
そ
の
外
に
い
ま
す＊
７
。

　

三
九　
最
後
に
、
三
つ
の
天
界
の
天
使
に
つ
い
て
、
あ
る
ア
ル
カ
ナ（
秘
義
）を
記
す
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
段
階
に
つ

い
て
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
、
以
前
に
は
だ
れ
の
心
の
中
に
も
入
っ
て
き
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
す—

—

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
天
使
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
の
も
と
に
、
最
内
部
の
ま
た
は
最
高
の
段
階
、
ま
た
は
最
内
部
の
も
の
と
あ
る
種

の
最
高
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
主
の
神
性
が
最
初
に
ま
た
は
最
も
近
く
流
入
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
そ
の
も
と
に
継
続
す
る

秩
序
の
段
階
に
し
た
が
っ
て
他
の
内
的
な
も
の
を
配
列
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
最
内
部
の
も
の
ま
た
は
最
高
の
も
の
は
、
天
使

や
人
間
へ
入
る
〝
主
の
入
り
口
〟、
そ
し
て
彼
ら
の
も
と
の
ま
さ
に
〝
主
の
住
居
〟
そ
の
も
の
、
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

何
も
存
在
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
間
の
媒
介
す
る
も
の
を
通
し
て
〝
最
初
の
も
の
〟
と
結
び
つ
か
な
い
も
の
は
、
存

続
し
な
い
で
、
散
ら
さ
れ
、
無
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す＊
＊

。

　

三
八　
段
階
に
関
す
る
神
的
な
秩
序
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
知
ら
な
い
者
は
、
ど
の
よ
う
に
天
界
が
分
け
ら
れ
て
い
る
か
、

内
な
る
人
と
外
な
る
人
と
は
何
か
で
さ
え
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

世
の
中
の
大
多
数
の
者
は
、
内
的
な
も
の
と
外
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
ま
た
は
上
に
あ
る
も
の
と
下
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

純
粋
な
も
の
か
ら
粗
悪
な
も
の
へ
と
続
く
連
続
性
か
ま
た
は
結
合
の
緊
密
性
の
よ
う
な
概
念
し
か
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

内
的
な
も
の
と
外
的
な
も
の
は
連
続
し
て
い
な
い
で
、
別
も
の
で
す
。

　

二
種
類
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
連
続
の
段
階
と
非
連
続
段
階
で
す
。

　

連
続
の
段
階
は
、
光
が
炎
か
ら
そ
の
不
明
瞭
な
も
の
に
ま
で
減
少
す
る
よ
う
な
段
階
で
す
。
ま
た
は
視
覚
が
光
の
中
に
あ
る

も
の
か
ら
陰
の
中
に
あ
る
も
の
に
ま
で
減
少
す
る
よ
う
な
段
階
、
ま
た
は
大
気
の
純
粋
さ
が
最
低
の
も
の
か
ら
そ
の
最
高
の
も

の
に
ま
で
至
る
よ
う
な
段
階
で
す
。
隔
た
り
が
こ
れ
ら
の
段
階
を
決
定
し
ま
す
。

 

［
２
］
し
か
し
、
連
続
で
な
く
分
離
の
段
階
は
、
前
の
も
の
と
後
の
も
の
の
よ
う
に
、
原
因
と
結
果
の
よ
う
に
、
生
み
出
す
も

の
と
生
み
出
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
ま
す—

—
全
世
界
の
中
の
す
べ
て
と
個
々
の
も
の
を
調
べ
る
者
は
、
そ
の
中
に
、

ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
産
出
と
合
成
の
段
階
が
あ
る
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
つ
の
も
の
か
ら
も
う
一
つ
の
も
の
、

ま
た
も
う
一
つ
の
も
の
か
ら
第
三
の
も
の
、
こ
の
よ
う
に
さ
ら
に
と
い
っ
た
よ
う
に
で
す
。

 

［
３
］
こ
れ
ら
の
段
階
を
知
覚
し
な
い
者
は
、
各
天
界
の
相
違
も
、
人
間
の
内
的
な
性
質
と
外
的
な
性
質
の
相
違
も
、
霊
界
と

自
然
界
の
相
違
も
、
人
間
の
霊
と
そ
の
身
体
と
の
相
違
も
、
決
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
対
応
す
る
も
の

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
７　

内
的
な
も
の
と
外
的
な
も
の
は
連
続
し
て
い
な
い
、
し
か
し
、
別
々
の
、
分
離
し
た
段
階
に
し
た
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
そ
の
境
界
が
あ
る（
三
六
九
一
、 

五
一
一
四
、 

五
一
四
五
、 

八
六
〇
三
、 

一
〇
〇
九
九
番
）。

あ
る
も
の
は
他
の
も
の
か
ら
形
作
ら
れ
、
こ
う
し
て
形
作
ら
れ
た
も
の
は
、
連
続
的
に
、
さ
ら
に
純
粋
に
ま
た
さ
ら
に
粗
悪
に
な

っ
た
も
の
で
は
な
い（
六
三
二
六
、 

六
四
六
五
番
）。

こ
の
よ
う
な
段
階
に
し
た
が
っ
て
内
的
な
も
の
と
外
的
な
も
の
が
分
離
し
て
い
る
こ
と
を
知
覚
し
な
い
者
は
、
内
な
る
人
と
外
な

る
人
も
、
内
的
な
天
界
と
外
的
な
天
界
も
、
把
握
で
き
な
い（
五
一
四
六
、 

六
四
六
五
、 

一
〇
〇
九
九
、 

一
〇
一
八
一
番
）。
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６　
天
界
は
無
数
の
社
会
か
ら
成
る

　
四
一　

そ
れ
ぞ
れ
の
天
界
の
天
使
は
、
一
つ
の
場
所
に
一
緒
に
い
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
中
に
あ
る
愛
と
信
仰
か
ら
の
善
の
相
違

に
し
た
が
っ
て
、
大
小
の
社
会
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
似
て
い
る
善
の
中
に
い
る
者
は
、
一
つ
の
社
会
を
形
作
り
ま
す
。

　

天
界
の
中
の
善
は
無
数
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
天
使
は
自
分
自
身
の
善
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す＊
＊

。

　
四
二　
天
界
の
中
の
天
使
の
社
会
も
ま
た
、
全
般
的
に
ま
た
特
定
的
に
、
善
が
相
違
す
る
よ
う
に
、
互
い
に
離
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
霊
界
の
中
の
距
離
は
、
内
的
な
状
態
の
相
違
か
ら
、
こ
こ
か
ら
天
界
の
中
で
は
愛
の
状
態
の
相
違
か
ら
生
じ
、
そ
れ
以
外
の
他

の
源
泉
か
ら
は
生
じ
な
い
か
ら
で
す
。
相
違
の
大
き
い
者
ど
う
し
は
遠
く
離
れ
、相
違
の
少
な
い
者
ど
う
し
は
、離
れ
方
も
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
類
似
性
が
一
緒
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す＊
＊

。

　

こ
の
最
内
部
の
も
の
ま
た
は
最
高
の
も
の
に
よ
っ
て
、
人
間
は
人
間
で
あ
り
、
獣
か
ら
区
別
さ
れ
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
、
獣
に
は

な
い
か
ら
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
人
間
は
、
動
物
と
異
な
っ
て
、
心（m

ens

）と
ア
ニ
ム
ス（
外
的
な
心
）に
属
す
内
的
な
も
の
す
べ
て

に
関
し
て
、
主
に
よ
り
、
主
ご
自
身
へ
と
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
方
を
信
じ
る
こ
と
、
そ
の
方
に
愛
を
感
じ
る
こ
と
、
こ
う

し
て
そ
の
方
を
見
る
こ
と
、
ま
た
知
性
と
知
恵
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
理
性
か
ら
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
永
遠
に
生
き
る

こ
と
も
ま
た
こ
こ
か
ら
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
主
に
よ
り
そ
の
最
内
部
に
何
が
配
列
さ
れ
、
備
え
ら
れ
る
か
は
、
天
使
の
思
考
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
知
恵
を
上

回
っ
て
い
る
の
で
、
天
使
の
だ
れ
か
の
知
覚
の
中
へ
、
は
っ
き
り
と
流
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

四
〇　
さ
て
、
以
上
が
三
つ
の
天
界
に
つ
い
て
全
般
的
な
も
の
で
す
が
、
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の
天
界
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
述

べ
ま
す
。—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—

＊
１　
無
限
の
多
様
性
が
あ
り
、
あ
る
も
の
は
決
し
て
他
の
も
の
と
同
じ
で
は
な
い（
七
二
三
六
、 

九
〇
〇
二
番
）。

天
界
の
中
に
も
ま
た
無
限
の
多
様
性
が
あ
る（
六
八
四
、六
九
〇
、 

三
七
四
四
、 

五
五
九
八
、 

七
二
三
六
番
）。

天
界
の
中
の
多
様
性
は
、
無
限
で
あ
り
、
善
の
多
様
性
で
あ
る（
三
七
四
四
、四
〇
〇
五
、七
二
三
六
、七
八
三
三
、七
八
三
六
、九
〇
〇
二
番
）。

こ
れ
ら
の
多
様
性
は
、
多
数
の
真
理
に
よ
っ
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
善
が
あ
る（
三
四
七
〇
、三
八
〇
四
、

四
一
四
九
、六
九
一
七
、七
二
三
六
番
）。

そ
れ
ゆ
え
、
天
界
の
中
の
す
べ
て
の
社
会
は
、
ま
た
社
会
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
天
使
は
、
お
互
い
に
自
分
自
身
か
ら
分
か
れ
て
い
る

（
六
九
〇
、三
二
四
一
、三
五
一
九
、三
八
〇
四
、三
九
八
六
、四
〇
六
七
、四
一
四
九
、四
二
六
三
、七
二
三
六
、七
八
三
三
、七
八
三
六
番
）。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
す
べ
て
の
も
の
は
主
か
ら
の
愛
を
通
し
て
一
つ
と
し
て
働
く（
四
五
七
、三
九
八
六
番
）。
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四
六　
さ
ら
に
ま
た
、
善
で
似
て
い
る
者
は
す
べ
て
、
こ
の
世
で
の
自
分
自
身
の
親
族
・
自
分
の
姻
戚
・
自
分
の
友
の
よ
う
に

完
全
に
お
互
い
を
、
た
と
え
以
前
に
彼
ら
を
決
し
て
見
た
こ
と
が
な
く
て
も
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
来
世
で
は
親
族
関

係
・
姻
戚
関
係
・
友
情
は
霊
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
愛
と
信
仰
に
属
す
も
の
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
す＊
＊

。

　

こ
の
こ
と
を
私
は
、
身
体
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
霊
の
中
に
い
た
時
、
こ
う
し
て
天
使
と
の
交
わ
り
の
中
に
い
た
時
、
と
き
ど

き
知
ら
さ
れ
ま
し
た—

—

そ
の
時
、
私
に
、
彼
ら
の
中
の
あ
る
者
が
子
供
時
代
か
ら
知
っ
て
い
る
者
の
よ
う
に
、
し
か
し
、
他

の
者
は
完
全
に
知
ら
な
い
者
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
が
子
供
時
代
か
ら
知
っ
て
い
る
者
の
よ
う
に
見
え
た
者
は
、
私
の
霊

の
状
態
と
似
た
状
態
の
中
に
い
た
者
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
私
が
知
ら
な
か
っ
た
者
は
、
異
な
っ
た
状
態
の
中
に
い
ま
し
た
。

　

四
三　
一
つ
の
社
会
の
中
で
も
、
す
べ
て
の
者
は
同
様
に
互
い
に
離
れ
て
い
ま
す—

—

さ
ら
に
完
全
な
者
は
、
す
な
わ
ち
、

善
に
秀
で
る
者
は
、
し
た
が
っ
て
愛
・
知
恵
・
知
性
に
秀
で
る
者
は
中
央
に
い
ま
す
。
秀
で
る
こ
と
の
少
な
い
者
は
、
周
囲
に

お
り
、
完
全
さ
の
減
少
に
応
じ
た
段
階
に
し
た
が
っ
て
遠
く
隔
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
光
が
中
央
か
ら
周
辺
へ
減
少
す
る
よ
う
な
も
の
で
す—

—

中
央
に
い
る
者
は
、
最
大
の
光
の
中
に
も
い
ま
す
。

周
辺
へ
向
か
っ
て
、
そ
こ
の
者
た
ち
の
光
は
、
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
四　
似
た
者
は
あ
た
か
も
自
分
自
身
か
ら
か
の
よ
う
に
似
た
者
へ
導
か
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
似
た
者
と
一
緒
の
と
き
は

自
分
自
身
と
一
緒
に
い
る
よ
う
な
も
の
、
ま
た
、
そ
の
者
は
自
分
の
家
に
い
る
者
の
よ
う
で
す
が
、
似
て
い
な
い
者
と
一
緒
の
と

き
は
他
人
と
一
緒
に
い
る
よ
う
な
も
の
、
ま
た
、
そ
の
者
は
外
に
い
る
者
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
す—

—

似
た
者
と
一
緒
に
い

る
時
、
自
分
自
身
の
自
由
の
中
に
も
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
い
の
ち
〔
生
活
〕
の
す
べ
て
の
快
さ
の
中
に
い
ま
す
。

　

四
五　
こ
こ
か
ら
、
善
が
天
界
の
中
の
す
べ
て
の
者
を
交
わ
ら
せ
、
そ
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
す—

—

し
か
し
そ
れ
で
も
、
互
い
に
交
わ
ら
せ
る
の
は
、
天
使
で
は
な
く
、
善
の
源
で
あ
ら
れ
る
主
で
す
。
そ
の
方
が
彼

ら
を
導
き
、
彼
ら
を
結
合
さ
せ
、
彼
ら
を
区
別
し
、
善
の
中
に
い
る
か
ぎ
り
、
彼
ら
を
自
由
の
中
に
保
た
れ
、
こ
の
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
の
者
を
自
分
自
身
の
愛
の
い
の
ち
〔
生
活
〕・
自
分
の
信
仰
・
自
分
の
知
性
と
知
恵
の
中
に
、
こ
こ
か
ら
幸
福
の
中
に

保
た
れ
ま
す＊
＊

。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
２　

天
界
の
す
べ
て
の
社
会
は
、
い
の
ち
の
状
態
の
相
違
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
愛
と
信
仰
の
相
違
に
し
た
が
っ
て
不
変
の
位

置
に
あ
る（
一
二
七
四
、 

三
六
三
八
、三
六
三
九
番
）。

距
離
・
位
置
・
場
所
・
空
間
・
時
間
に
つ
い
て
、
来
世
で
の
、
す
な
わ
ち
、
霊
界
で
の
驚
く
べ
き
こ
と（
一
二
七
三
〜
一
二
七
七
番
）。

＊
３　

人
間
は
愛
す
る
こ
と
を
自
由
に
行
な
う
の
で
、
す
べ
て
の
自
由
は
愛
と
情
愛
に
属
す（
二
八
七
〇
、三
一
五
八
、八
九
八
七
、

八
九
九
〇
、九
五
八
五
、九
五
九
一
番
）。

自
由
は
愛
に
属
す
も
の
な
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
の
い
の
ち
と
そ
の
快
さ
で
あ
る（
二
八
七
三
番
）。

自
由
か
ら
の
も
の
で
な
い
な
ら
、
何
も
プ
ロ
プ
リ
ウ
ム（
自
己
）の
も
の
と
し
て
見
ら
れ
な
い（
二
八
八
〇
番
）。

主
に
よ
り
導
か
れ
る
こ
と
は
ま
さ
に
自
由
そ
の
も
の
で
あ
る
、
善
と
真
理
の
愛
に
よ
り
導
か
れ
る
か
ら
で
あ
る（
八
九
二
、九
〇
五
、

二
八
七
二
、二
八
八
六
、二
八
九
〇
、二
八
九
一
、二
八
九
二
、九
〇
九
六
、九
五
八
六
〜
九
五
九
一
番
）。

＊
４　

天
界
の
中
の
す
べ
て
の
近
縁
・
親
類
・
姻
戚
・
血
族
の
よ
う
な
も
の
は
、
善
か
ら
存
在
し
、
そ
の
適
合（
似
合
い
）と
相
違
に
し
た

が
っ
て
い
る（
六
八
五
、九
一
七
、一
三
九
四
、二
七
三
九
、三
六
一
二
、三
八
一
五
、四
一
二
一
番
）。
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な
も
の
を
そ
の
社
会
の
中
に
い
る
者
の
善
の
形
に
見
え
る
よ
う
に
作
り
上
げ
る
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
光
の
天
使
を
偽
り
装
う
こ
と

を
教
え
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
者
が
長
い
間
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
と
い
う
の
は
、
内
な
る
痛
み

が
始
ま
り
、
苦
し
ん
で
、
顔
は
鉛
色
に
な
り
、
あ
た
か
も
い
の
ち
を
奪
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
な
り
ま
す—

—

こ
の
よ
う
に
変
え
ら
れ

る
の
は
、
対
立
す
る
い
の
ち
が
流
入
し
、
働
き
か
け
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
分
と
似
た
者
の
い
る
地
獄
へ
自
分
自
身
を
急
い

で
投
げ
落
と
し
、
も
は
や
あ
え
て
上
る
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
者
が
、
招
待
さ
れ
て
食
事
の
席
に
つ
い
て
い
る
者
の
間
で
、
婚
礼
の
衣
装
を
着
て
い
な
い
の
を
見
つ
け
ら
れ
、
外

の
暗
や
み
に
投
げ
出
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
ま
す（
マ
タ
イ
二
二
・
一
一
以
降
）。

　

四
九　
天
界
の
す
べ
て
の
社
会
は
互
い
に
伝
達
し
合
い
ま
す
。
開
か
れ
た
交
流
に
よ
っ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
と
い
う
の
は
、

自
分
の
社
会
か
ら
他
の
社
会
へ
出
て
行
く
者
は
少
な
い
か
ら
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
か
ら
出
て
行
く
こ
と
は
、
自
分
自
身
か

ら
ま
た
は
自
分
の
い
の
ち
か
ら
出
て
行
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
他
の
適
合
し
な
い
も
の
の
中
に
移
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
、
す
べ
て
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
い
の
ち
か
ら
発
出
す
る
ス
フ
ェ
ア
の
拡
大
に
よ
っ
て
伝
達
し
ま

す—
—

い
の
ち
の
ス
フ
ェ
ア
と
は
情
愛
の
ス
フ
ェ
ア
で
あ
り
、
愛
と
信
仰
に
属
す
も
の
で
す
。
こ
の
ス
フ
ェ
ア
は
周
囲
の
社
会

へ
遠
く
、
横
へ
、
情
愛
が
内
的
で
完
全
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
さ
ら
に
遠
く
、
さ
ら
に
横
へ
広
が
り
ま
す＊
＊

。

　

天
使
の
知
性
と
知
恵
は
そ
の
拡
大
に
し
た
が
っ
て
い
ま
す—

—

最
内
部
の
天
界
の
中
に
い
る
者
は
、
ま
た
そ
こ
の
真
ん
中
に

い
る
者
は
、
全
天
界
へ
拡
大
す
る
ス
フ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
天
界
の
す
べ
て
の
者
に
は
だ
れ
と
も
伝
達
が
あ

り
、
だ
れ
に
も
す
べ
て
の
者
と
の
伝
達
が
あ
り
ま
す＊
＊

。

　

し
か
し
、
こ
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
、
天
界
の
形
に
つ
い
て
、
そ
の
形
に
し
た
が
っ
て
天
界
の
社
会
は
配
列
さ
れ
る

　

四
七　
一
つ
の
天
使
の
社
会
を
形
作
る
す
べ
て
の
者
は
全
般
的
に
似
た
顔
を
し
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
個
別
に
は
似
て
い

ま
せ
ん
。

　

全
般
的
な
類
似
と
個
別
的
な
変
化
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
は
、
世
の
中
の
そ
の
よ
う
な
も
の
か
ら
い
く
ら
か
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す—

—

各
氏
族
に
は
あ
る
種
の
全
般
的
に
似
た
も
の
が
顔
と
目
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
氏
族
か
ら
区
別
さ
れ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ
る
家
族
は
他
の
家
族
か
ら
区
別
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
天
界
で
は
は

る
か
に
完
璧
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
、
天
界
で
は
す
べ
て
の
内
的
な
情
愛
は
見
ら
れ
、
顔
か
ら
輝
き
出
て
い
ま
す
、
顔
は
情

愛
の
外
な
る
形
や
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。
天
界
で
は
自
分
の
情
愛
以
外
の
他
の
顔
を
持
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
全
般
的
な
類
似
が
、
一
つ
の
社
会
の
中
に
い
る
個
々
の
者
の
中
で
特
に
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
も
示
さ
れ

ま
し
た—

—

天
使
の
よ
う
な
顔
が
私
に
見
ら
れ
、
そ
の
顔
が
、
一
つ
の
社
会
の
中
に
い
る
者
の
善
と
真
理
の
情
愛
に
し
た
が
っ

て
変
化
し
ま
し
た
。
長
い
間
、
そ
の
変
化
は
続
き
、
そ
の
と
き
私
は
、
全
般
的
に
同
じ
顔
が
舞
台
の
よ
う
に
持
続
し
、
残
り
の

も
の
は
そ
こ
か
ら
の
単
な
る
派
生
す
る
も
の
と
伝
播
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を—

—

こ
の
よ
う
に
さ
ら
に
ま
た
こ
の
顔
に
よ
っ

て
、
社
会
全
体
の
情
愛
が
示
さ
れ
、
情
愛
に
よ
っ
て
そ
こ
の
者
の
顔
が
変
化
す
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
天
使
の
顔
は
自
分
の
内
的
な
も
の
の
形
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
愛
と
信
仰
に
属
す
情
愛
の
形
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

四
八　
さ
ら
に
ま
た
こ
こ
か
ら
、
知
恵
で
す
ぐ
れ
て
い
る
天
使
は
、
他
の
者
が
ど
の
よ
う
な
者
で
あ
る
か
を
顔
か
ら
見
分
け
ま
す
。

だ
れ
も
そ
こ
で
は
、
顔
つ
き
で
、
内
的
な
も
の
を
隠
し
、
偽
る
こ
と
は
で
き
ず
、
狡
猾
さ
や
偽
善
で
、
装
い
、
欺
く
こ
と
は
ま
っ
た

く
で
き
ま
せ
ん
。

　

何
度
か
〔
天
使
の
〕
社
会
の
中
へ
偽
善
者
が
入
り
込
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
者
は
自
分
の
内
的
な
も
の
を
隠
し
、
外
的
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７　
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
は
小
さ
い
形
の
天
界
で
あ
り
、

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
天
使
は
最
小
の
形
の
天
界
で
あ
る

　

五
一　
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
小
さ
い
形
の
天
界
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
天
使
が
最
小
の
形
の
天
界
で
あ
る
こ
と
は
、
愛
と
信
仰
の

善
が
天
界
を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
善
が
天
界
の
す
べ
て
の
社
会
の
中
に
、
社
会
の
す
べ
て
の
天
使
の
中
に
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
善
が
ど
こ
か
で
相
違
し
、
変
化
し
て
も
決
し
て
重
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
や
は
り
天
界
の
善
で
す
。
相
違
は
、

こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
天
界
で
あ
る
、
そ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
天
界
で
あ
る
、
と
い
う
天
界
の
相
違
で
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
だ
れ
か
が
天
界
の
何
ら
か
の
社
会
に
上
げ
ら
れ
る
と
き
、「
天
界
に
来
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
こ
に
い
る
者
に
つ
い
て
、〝
天
界
の
中
に
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
天
界
の
中
に
い
る
〟
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す—

—

こ
の
こ
と
を
来
世
に
い
る
す
べ
て
の
者
が
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
界
の
外
ま
た
は
下
に
立
っ
て
、
遠
方
か

ら
天
使
の
集
団
を
眺
め
る
者
は
、「
天
界
が
そ
こ
に
、
そ
し
て
ま
た
あ
そ
こ
に
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
王
宮
ま
た
は
一
つ
の
宮
廷
の
中
の
長
官
・
官
吏
・
召
使
い
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
、
自
分
の

住
ま
い
、
ま
た
は
自
分
の
部
屋
に
、
あ
る
者
は
上
に
、
あ
る
者
は
下
に
、
別
々
に
住
ん
で
い
て
も
、
そ
れ
で
も
一
つ
の
宮
殿
に
、

ま
た
は
一
つ
の
宮
廷
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
が
そ
こ
で
王
に
仕
え
る
た
め
に
自
分
の
任
務
に
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
次
の
主
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
何
が
意
味
さ
れ
る
か
明
ら
か
で
す
、

父
の
家
に
は
多
く
の
住
ま
い
が
あ
り
ま
す
（
ヨ
ハ
ネ
一
四
・
二
）
。

　

ま
た｢

預
言
書｣

の
「
天
界
の
住
ま
い
」
に
よ
っ
て
、｢

天
の
天｣

に
よ
っ
て
〔
何
が
意
味
さ
れ
る
か
明
ら
か
で
す
〕。

の
で
す
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
ま
た
、
天
使
の
知
恵
と
知
性
に
つ
い
て
の
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
十
分
に
述
べ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
情
愛
と
思
考
の
す
べ
て
の
拡
大
は
、
そ
の
形
に
し
た
が
っ
て
進
む
か
ら
で
す
。

　

五
〇　
天
界
の
中
に
大
小
の
社
会
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
ま
し
た
。
大
き
い
も
の
は
数
万
の
天
使
か
ら
、
小
さ
い
も
の
は
数

千
の
天
使
か
ら
、
最
小
の
も
の
は
数
百
の
天
使
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
い
わ
ば
家
ご
と
に
、
家
族
ご
と
に
、
孤
立
し
て
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
た
と
え
そ
の
よ
う
に
広

が
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
で
も
社
会
の
中
に
い
る
者
と
同
じ
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
賢
い
者
は
真
ん

中
に
、
単
純
な
者
は
辺
境
に
い
ま
す—

—

主
の
神
的
な
導
き
の
近
く
に
い
る
者
は
、
天
使
の
う
ち
で
最
良
の
者
で
す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
５　

霊
的
な
ス
フ
ェ
ア
は
、
い
の
ち
の
ス
フ
ェ
ア
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
・
霊
・
天
使
か
ら
流
れ
出
て
、
彼
ら
を
取
り
囲
ん
で

い
る（
四
四
六
四
、 

五
一
七
九
、 

七
四
五
四
、 

八
六
三
〇
番
）。

そ
れ
は
彼
ら
の
情
愛
と
思
考
の
い
の
ち
か
ら
流
れ
出
る（
二
四
八
九
、 

四
四
六
四
、 

六
二
〇
六
番
）。

そ
れ
ら
の
ス
フ
ェ
ア
は
、
善
の
性
質
と
量
に
し
た
が
っ
て
天
使
の
社
会
の
中
へ
遠
く
広
が
っ
て
い
る（
六
五
九
八
〜
六
六
一
二
、 

八
〇

六
三
、 

八
七
九
四
、 

八
七
九
七
番
）。

＊
６　

天
界
的
な
愛
は
そ
の
す
べ
て
の
も
の
を
他
と
共
有
す
る
の
で
、
す
べ
て
の
善
は
天
界
の
中
に
伝
達
し
て
存
在
す
る（
五
四
九
、 

五
五

〇
、一
三
九
〇
、一
三
九
一
、一
三
九
九
、一
〇
一
三
〇
、一
〇
七
二
三
番
）。
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は
内
に
あ
る
天
界
に
し
た
が
っ
て
、
外
に
あ
る
天
界
を
受
け
入
れ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
、「
自
分
の
内
的
な
い
の
ち
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
天
界
に
入
る
こ
と
は
、
単
に
天
使
た
ち
の
間
に
上
げ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
の
慈
悲
か
ら
だ
れ
に
で
も
天
界
が
与
え
ら
れ
る
」
と
信
じ
る
者
は
、
ど
れ
ほ
ど
欺

か
れ
て
い
る
か
明
ら
か
で
す＊
＊

。
だ
れ
か
の
内
に
天
界
が
な
い
な
ら
、
外
に
あ
る
天
界
は
決
し
て
流
入
し
な
い
し
、
受
け
入
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
見
解
を
抱
い
た
多
く
の
霊
が
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
信
念
ゆ
え
に
、
天
界
へ
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
と
き
、
彼
ら
の
内
的
な
い
の
ち
は
天
使
の
い
の
ち
に
反
し
て
い
た
の
で
、
自
分
の
知
性
に
関
し
て
盲
目
に
な
り
始
め
、
愚

か
者
の
よ
う
に
ま
で
も
な
り
、
自
分
の
意
志
に
関
し
て
気
が
狂
う
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た—

—

一
言
で

い
え
ば
、
悪
く
生
き
た
の
に
天
界
へ
来
た
者
は
、
そ
こ
で
は
、
水
の
外
に
出
さ
れ
た
大
気
中
の
魚
の
よ
う
に
、
ま
た
、
空
気
ポ

　

五
二　
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
小
さ
い
形
の
天
界
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
中
に
、
全
天
界
の
中
に
あ
る
よ
う
な

天
界
の
形
に
似
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
ま
た
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す—

—

全
天
界
の
中
で
、
他
の
者
よ
り
秀
で

る
者
は
真
ん
中
に
い
ま
す
、
秀
で
る
こ
と
の
少
な
い
者
は
、
そ
の
減
少
す
る
順
に
、
周
囲
に
、
辺
境
に
ま
で
い
ま
す
、
こ
れ
は

前
章
で
見
ら
れ
る
と
お
り
で
す（
四
三
番
）。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
主
は
全
天
界
の
中
に
い
る
す
べ
て
の
者
を
あ
た

か
も
ひ
と
り
の
天
使
で
あ
る
か
の
よ
う
に
導
き
、同
様
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
中
の
者
も
導
か
れ
ま
す—

—

こ
こ
か
ら
、時
々
、

天
使
の
社
会
全
体
が
天
使
の
形
で
ひ
と
り
の
者
の
よ
う
に
現
わ
れ
ま
す
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
主
に
よ
り
私
に
見
る
こ
と
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

主
も
ま
た
天
使
た
ち
の
真
ん
中
に
現
れ
る
と
き
、
多
く
の
者
に
取
り
囲
ま
れ
て
で
は
な
く
、
天
使
の
形
を
し
て
お
ひ
と
り
で

現
わ
れ
ま
す—

—

こ
こ
か
ら
、
主
は
み
こ
と
ば
の
中
で
天
使
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
社
会
全
体
も
天
使
と
言
わ
れ

ま
す
。
ミ
カ
エ
ル
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
天
使
の
社
会
以
外
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
任
務
か
ら
こ
の
よ
う
に
名
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す＊
＊

。

　

五
三　
社
会
全
体
が
小
さ
い
形
の
天
界
で
あ
る
よ
う
に
、
天
使
も
ま
た
最
小
の
形
の
天
界
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
天
界
は
天
使

の
外
で
は
な
く
、
彼
の
内
に
あ
る
か
ら
で
す
。
と
い
う
の
は
、
心
に
属
す
も
の
で
あ
る
天
使
の
内
的
な
も
の
は
、
外
に
あ
る
天

界
の
す
べ
て
の
も
の
を
受
容
す
る
た
め
に
、
天
界
の
形
に
配
列
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
ら
外
に
あ
る
も
の
も
ま
た
、
主

か
ら
彼
の
中
に
あ
る
善
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
受
け
入
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
天
使
も
ま
た
天
界
で
す
。

　

五
四　
「
だ
れ
か
の
外
に
天
界
が
あ
る
」
と
言
う
こ
と
は
決
し
て
で
き
ま
せ
ん
、
天
界
は
内
に
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
天
使

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
１　

み
こ
と
ば
の
中
で
、
主
は
天
使
と
言
わ
れ
る（
六
二
八
〇
、 

六
八
三
一
、 

八
一
九
二
、 

九
三
〇
三
番
）。

天
使
の
社
会
の
全
体
が
天
使
と
言
わ
れ
る
。
ミ
カ
エ
ル
と
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
機
能
か
ら
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
天
使
の
社
会
で
あ
る

（
八
一
九
二
番
）。

天
界
の
社
会
と
天
使
た
ち
に
何
も
名
前
が
な
い
、
し
か
し
、
善
の
性
質
か
ら
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
の
観
念
か
ら
見
分
け
ら
れ
る

（
一
七
〇
五
、一
七
五
四
番
）。

＊
２　

天
界
は
直
接
の
慈
悲
か
ら
で
は
な
く
、
生
活（
い
の
ち
）に
し
た
が
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
主
に
よ
り
人
間
が
天
界
へ
と
導
か
れ
る
生

活（
い
の
ち
）の
す
べ
て
は
、
慈
悲
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
慈
悲
の
意
味
で
あ
る（
五
〇
五
七
、一
〇
六
五
九
番
）。

も
し
天
界
が
直
接
の
慈
悲
か
ら
与
え
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
者
に
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う（
二
四
〇
一
番
）。

天
界
か
ら
投
げ
落
と
さ
れ
た
あ
る
悪
い
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
は
天
界
が
だ
れ
に
で
も
直
接
の
慈
悲
か
ら
与
え
ら
れ
る
と
信
じ
て

い
た（
四
二
二
六
番
）。
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ば
、
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん—

—

す
べ
て
の
個
体
は
多
様
な
も
の
か
ら
存
在
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
、
多
様
な
も
の
か
ら
で
な
い
個
体
は
、
何
も
の
で
も
な
く
、
形
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
性
質
も
な
い
か

ら
で
す—

—

け
れ
ど
も
、
個
体
が
多
様
な
も
の
か
ら
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
と
き
、
多
様
な
も
の
が
完
全
な
形
の
中
に
存
在
し
、

そ
の
中
で
ど
ん
な
も
の
で
も
、
友
の
よ
う
に
そ
れ
自
体
を
他
の
連
続
す
る
も
の
の
中
に
一
致
さ
せ
、
そ
の
時
、
完
全
な
性
質
を
持

ち
ま
す—

—

天
界
も
ま
た
、
最
も
完
全
な
形
に
整
え
ら
れ
た
多
様
な
も
の
か
ら
な
る
個
体
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
天
界
の
形
は
す
べ

て
の
形
の
最
も
完
全
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

す
べ
て
の
も
の
の
完
全
性
が
こ
こ
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、
感
覚
と
同
じ
く
心（anim

us

）も
感
動
さ
せ
る
す
べ
て
の
美
し
さ
・

楽
し
さ
・
快
さ
か
ら
明
ら
か
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
、
多
く
の
も
の
の
和
合
と
一
致
で
あ
っ
て
、
一
致
と
調
和
か
ら
以

外
の
、
あ
る
い
は
秩
序
の
中
で
そ
れ
ら
が
共
存
す
る
か
秩
序
の
中
で
続
く
か
す
る
以
外
の
、
別
の
場
所
か
ら
は
存
在
し
な
い
し
、

流
れ
出
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
の
も
の
か
ら
で
な
く
て
、
多
く
の
も
の
か
ら
で
あ
る
か
ら
で
す—

—

こ
こ
か
ら
「
変
化

は
人
を
喜
ば
す
」
と
言
わ
れ
、
喜
び
は
そ
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
天
界
の
中
で
も
ま
た
、
多
様
な
も
の
か
ら
完
全
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
鏡
の
中
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
界
の
中
に
存
在
す
る
も
の
か
ら
霊
界
の
中
の
も
の
を
鏡
の
中
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す＊
＊

。

　

五
七　
天
界
に
つ
い
て
言
え
る
の
と
同
様
の
こ
と
を
教
会
に
つ
い
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
、
教
会
は
地
上
の

主
の
天
界
で
あ
る
か
ら
で
す
。

ン
プ
で
空
気
を
抜
き
取
り
、
エ
ー
テ
ル
の
中
に
残
さ
れ
た
動
物
の
よ
う
に
、
あ
え
ぎ
、
苦
し
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
天
界
は
だ
れ
か
の
外
に
な
く
、
そ
の
者
の
内
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す＊
＊

。

　

五
五　
す
べ
て
の
者
は
、
外
に
あ
る
天
界
を
彼
の
内
に
あ
る
天
界
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
受
け
入
れ
ま
す
、
そ
れ
ゆ
え
、
同

様
に
主
を
受
け
入
れ
ま
す
、
主
の
神
性
が
天
界
を
つ
く
る
か
ら
で
す—

—

こ
こ
か
ら
、
主
が
あ
る
社
会
の
中
に
現
在
さ
れ
る
と

き
、
そ
こ
の
善
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
現
わ
れ
ま
す
。
そ
の
善
の
中
に
社
会
は
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
、
あ
る
社
会
と
他
の
社

会
の
中
で
同
じ
よ
う
に
現
在
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん—

—

そ
の
同
じ
で
な
い
こ
と
は
、
主
に
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
善

に
し
た
が
っ
て
そ
の
方
を
見
る
者
の
側
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
方
を
自
分
の
愛
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
見
て
、
感

動
し
ま
す
。
主
を
深
く
愛
す
る
者
は
、
深
く
感
動
し
、
愛
す
る
こ
と
の
少
な
い
者
は
そ
れ
ほ
ど
感
動
し
ま
せ
ん
。
天
界
の
外
に

い
る
悪
い
者
は
、
そ
の
方
の
現
在
に
苦
し
め
ら
れ
ま
す
。

　

主
が
何
ら
か
の
社
会
に
現
わ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
「
天
使
」
の
よ
う
に
現
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
天
使
と
は
光
り
輝
く

神
性
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
ま
す
。

　

五
六　
天
界
は
ま
た
、
主
が
認
め
ら
れ
、
信
じ
ら
れ
、
愛
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
ま
す
。
あ
る
社
会
や
他
の
社
会
で
善
が
多

様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
へ
の
礼
拝
も
多
様
で
あ
る
こ
と
は
、
害
と
は
な
ら
な
い
で
、
益
と
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
天
界

の
完
全
性
は
こ
の
多
様
性
に
よ
る
か
ら
で
す
。

　

天
界
の
完
全
性
が
こ
の
多
様
性
に
よ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
個
体
が
多
様
な
も
の
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
完
全
性
を
も
つ
も

の
に
形
作
ら
れ
る
か
は
、
学
界
で
習
慣
的
に
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
を
利
用
し
て
、
そ
の
助
け
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
な
け
れ

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
３　

天
界
は
人
間
の
中
に
あ
る（
三
八
八
四
番
）。
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教
会
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
教
会
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
愛
と
信
仰
の
善
が
支
配
す
る
か
ぎ
り
教
会
で

す
。
さ
ら
に
ま
た
、
主
は
天
界
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
ら
一
つ
の
も
の
を
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
教
会
か
ら
一
つ
の
教

会
を
つ
く
ら
れ
ま
す＊
＊

。

　

全
般
的
に
教
会
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
教
会
の
人
間
に
も
個
別
的
に
同
様
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
教
会
は
人
間
の
外
で
な
く
、
内
に
あ
る
こ
と
、
ど
ん
な
人
間
も
、
そ
の
中
に
主
が
愛
と
信
仰
の
善
の
中
に
現
在
さ
れ
る
な

ら
、
教
会
で
あ
る
こ
と
で
す＊
＊

。

　

内
に
天
界
が
あ
る
天
使
に
つ
い
て
言
え
る
の
と
同
様
の
こ
と
が
、
内
に
教
会
が
あ
る
人
間
に
つ
い
て
も
言
え
ま
す
、
天
使
が

最
小
の
形
の
天
界
で
あ
る
よ
う
に
そ
の
人
間
が
最
小
の
形
の
教
会
で
あ
る
こ
と
で
す—

—

そ
の
う
え
さ
ら
に
、
内
に
教
会
が
あ

る
人
間
は
、
天
使
と
等
し
く
、
天
界
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
天
界
に
来
て
、
天
使
と
な
る
よ
う
に
創
造
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
、
主
か
ら
の
善
を
も
つ
天
使
人
間
〔
天
使
的
な
人
間
〕
で
す＊
＊

。

　

人
間
は
天
使
と
共
通
に
何
を
も
つ
か
、
ま
た
天
使
に
ま
さ
っ
て
何
を
も
つ
か
、
記
述
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
ま
す—

—

人

間
が
天
使
と
共
通
に
も
つ
も
の
は
、
そ
の
内
的
な
も
の
が
等
し
く
天
界
の
映
像
に
応
じ
た
形
を
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
愛
と
信

仰
の
善
の
中
に
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
天
界
の
映
像
と
な
る
こ
と
で
す
。
人
間
が
天
使
に
ま
さ
っ
て
も
つ
も
の
は
、
そ
の
外
的
な
も

の
が
世
の
映
像
に
応
じ
て
形
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す—

—
善
の
中
に
い
る
ほ
ど
、
彼
の
も
と
に
あ
る
世
は
、
天
界
に
従
属
さ

せ
ら
れ
、
天
界
に
仕
え
ま
す＊
＊

。
そ
の
時
、
主
は
、
ご
自
分
の
天
界
の
中
に
お
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
、
彼
の
も
と
で
両
方
の
世
界

に
現
在
さ
れ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
主
は
秩
序
で
あ
ら
れ
る
の
で
、
ご
自
分
の
神
的
な
秩
序
の
中
の
ど
ち
ら
の
場
所
に
も
お
ら

れ
る
か
ら
で
す＊
９
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
４　

す
べ
て
の
個
体
は
、多
く
の
も
の
の
調
和
と
一
致
か
ら
存
在
す
る
。そ
う
で
な
け
れ
ば
、そ
れ
に
性
質
は
存
在
し
な
い（
四
五
七
番
）。

こ
こ
か
ら
全
天
界
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る（
四
五
七
番
）。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
こ
の
す
べ
て
の
も
の
が
一
つ
の
目
的
を
眺
め
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
主
で
あ
る（
九
八

二
八
番
）。

＊
５　

も
し
善
の
な
い
真
理
で
は
な
く
て
、
善
が
教
会
の
特
徴
と
本
質
的
な
部
分
と
な
る
な
ら
、
教
会
は
一
つ
と
な
る（
一
二
八
五
、一
三

一
六
、 

二
九
八
二
、 

三
二
六
七
、 

三
四
四
五
、 

三
四
五
一
、 

三
四
五
二
番
）。

さ
ら
に
ま
た
、
す
べ
て
の
教
会
は
善
か
ら
主
の
前
に
一
つ
の
教
会
と
な
っ
て
い
る（
七
三
九
六
、 

九
二
七
六
番
）。

＊
６　
教
会
は
人
間
の
中
に
あ
り
、そ
の
外
に
は
な
い
。普
遍
的
な
教
会
は
、そ
の
者
の
中
に
教
会
が
あ
る
人
間
か
ら
存
在
す
る（
三
八
八
四
番
）。

＊
７　

教
会
で
あ
る
人
間
は
、
最
大
の
映
像
に
応
じ
た
最
小
の
形
の
天
界
で
あ
る
。
心
に
属
す
彼
の
内
的
な
も
の
は
天
界
の
形
に

応
じ
て
配
列
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
天
界
の
す
べ
て
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
応
じ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
九
一
一
、一
九
〇
〇
、一
九
二
八
、 

三
六
二
四
〜
三
六
三
一
、 

三
六
三
四
、 

三
八
八
四
、 

四
〇
四
一
、 

四
二
七
九
、 

四
五
二
三
、 

四
五
二
四
、 

四
六
二
五
、 

六
〇
一
三
、 

六
〇
五
七
、 

九
二
七
九
、 

九
六
三
二
番
）。

＊
８　

人
間
に
内
な
る
も
の
と
外
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
内
な
る
も
の
は
創
造
か
ら
天
界
の
映
像
に
応
じ
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
の
外
な
る
も
の
は
世
の
映
像
に
応
じ
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
人
間
は
古
代
人
に
よ
り
小
宇
宙
と
言
わ
れ
た（
四
五
二
三
、 

四
五
二
四
、 

五
一
一
五
、 

六
〇
一
三
、 

六
〇
五
七
、 

九
二
七
九
、 

九
七
〇
六
、 

一
〇
一
五
六
、 

一
〇
四
七
二
番
）。

そ
れ
ゆ
え
、
人
間
は
、
彼
の
も
と
の
世
が
天
界
に
仕
え
る
よ
う
に
創
造
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
そ
の
こ
と
は
善
い
者
の
も
と
に
生

じ
る
、
し
か
し
悪
い
者
の
も
と
で
は
逆
で
あ
る
、
そ
こ
で
は
天
界
が
地
に
仕
え
る（
九
二
七
八
、 

九
二
八
三
番
）。

＊
９　

神
的
善
と
神
的
真
理
は
主
か
ら
発
出
し
、
秩
序
を
つ
く
る
の
で
、
主
は
秩
序
で
あ
ら
れ
る（
一
七
二
八
、一
九
一
九
、 

二
〇
一
一
、 

二

二
五
八
、 

五
一
一
〇
、 

五
七
〇
三
、 

八
九
八
八
、一
〇
三
三
六
、一
〇
六
一
九
番
）。

神
的
な
真
理
は
秩
序
の
法
則
で
あ
る（
二
二
四
七
、 

七
九
九
五
番
）。

人
間
が
秩
序
に
し
た
が
っ
て
生
き
れ
ば
生
き
る
ほ
ど
、
そ
の
よ
う
に
神
的
な
真
理
に
し
た
が
っ
て
善
の
中
に
生
き
れ
ば
生
き
る
ほ

ど
、
そ
れ
だ
け
人
間
で
あ
り
、
彼
の
中
に
教
会
と
天
界
が
あ
る（
四
八
三
九
、 

六
六
〇
五
、 

八
五
一
三
番
）。
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五
八　
最
後
に
、
自
分
自
身
の
中
に
天
界
を
も
つ
者
は
、
天
界
を
自
分
の
最
大
の
も
の
ま
た
は
全
般
的
な
も
の
の
中
に
も
つ

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
最
小
の
も
の
ま
た
は
個
々
の
も
の
の
中
に
も
も
ち
、
そ
の
最
小
の
も
の
は
、
最
大
の
も
の
の
映
像
を
映

し
出
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
が
自
分
自
身
の
愛
で
あ
り
、
そ
の
支
配
愛
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
支
配

す
る
も
の
〔
愛
〕
が
個
々
の
も
の
に
流
入
し
、
そ
れ
ら
を
配
列
し
、
ど
こ
で
も
自
分
自
身
に
類
似
の
も
の
を
ひ
き
起
す
こ
と
に

由
来
し
ま
す＊＊
＊—

—
天
界
で
は
主
へ
の
愛
が
支
配
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
主
が
す
べ
て
に
ま
さ
っ
て
愛
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
こ

か
ら
、
主
は
そ
こ
の
す
べ
て
の
も
の
の
す
べ
て
で
あ
り
、
す
べ
て
と
個
々
の
も
の
に
流
入
し
、
そ
れ
ら
を
配
列
し
、
ご
自
分
に

類
似
の
も
の
を
生
じ
さ
せ
、
天
界
を
そ
こ
に
ご
自
分
が
い
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す—

—

こ
こ
か
ら
、
天
使
は
最
小
の
形
の
天

界
で
あ
り
、
社
会
は
さ
ら
に
大
き
い
形
の
天
界
、
ま
た
す
べ
て
の
社
会
は
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
最
大
の
形
の
天
界
で
す
。

　

主
の
神
性
が
天
界
を
つ
く
る
こ
と
、す
べ
て
の
も
の
の
す
べ
て
で
あ
ら
れ
る
こ
と
、こ
れ
ら
は
前
に
述
べ
ま
し
た（
七
～
一
二
番
）。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
10　

そ
れ
ぞ
れ
の
者
の
も
と
で
支
配
愛
ま
た
は
支
配
的
な
愛
は
、
彼
の
い
の
ち
の
す
べ
て
と
個
々
の
も
の
の
中
に
、
こ
の
よ
う
に
思
考

と
意
志
の
す
べ
て
と
個
々
の
も
の
の
中
に
あ
る（
六
一
五
九
、 
七
六
四
八
、 

八
〇
六
七
、 

八
八
五
三
番
）。

人
間
は
、
彼
の
い
の
ち
を
支
配
し
て
い
る
性
質
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る（
九
一
八
、一
〇
四
〇
、一
五
六
八
、三
五
七
〇
、六
五

七
一
、 

六
九
三
五
、 

六
九
三
八
、 

八
八
五
三
〜
八
八
五
八
、一
〇
〇
七
六
、一
〇
一
〇
九
、一
〇
一
一
〇
、一
〇
二
八
四
番
）。

愛
と
信
仰
は
、
支
配
し
て
い
る
と
き
人
間
の
い
の
ち
の
個
々
の
も
の
の
中
に
あ
る
、
そ
れ
で
も
そ
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い

（
八
八
五
四
、 

八
八
六
四
、 

八
八
六
五
番
）。

８　
全
天
界
は
一
つ
の
統
一
体
と
し
て
ひ
と
り
の
人
間
を
表
わ
す

　
五
九
　
天
界
は
全
統
一
体
と
し
て
ひ
と
り
の
人
間
を
表
わ
す
こ
と
は
、
世
に
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
ア
ル
カ
ナ（
秘
義
）で
す
、
け

れ
ど
も
、
天
界
で
は
き
わ
め
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
特
定
的
に
ま
た
個
別
的
に
知

る
こ
と
は
、
そ
こ
の
天
使
の
知
性
の
主
要
な
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
く
の
も
の
が
依
存
す
る
全
般
的
な
原
理
の
よ
う
に
、
そ
の

こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
、
天
使
の
心
の
観
念
に
、
区
別
さ
れ
た
、
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

天
使
は
、〝
す
べ
て
の
天
界
が
そ
の
社
会
と
と
も
に
ひ
と
り
の
人
間
を
表
わ
す
〟
と
知
っ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ゆ
え
ま
た
天
界
を
〝
最

大
の
神
的
人
〟
と
呼
ん
で
い
ま
す＊
＊

。
神
的
と
呼
ぶ
の
は
、
主
の
神
性
が
天
界
を
つ
く
る
か
ら
で
す（
前
の
七
〜
一
二
番
参
照
）。

　
六
〇
　
霊
的
な
も
の
や
天
的
な
も
の
に
つ
い
て
正
し
い
観
念
を
も
た
な
い
者
は
、
天
的
で
霊
的
な
も
の
が
人
間
の
形
や
映
像

の
中
に
秩
序
づ
け
ら
れ
、
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
、
人
間
の
最
も
外
部
の
も
の
を

構
成
し
て
い
る
地
的
な
も
の
や
物
質
的
な
も
の
が
人
間
を
つ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
な
く
て
は
、
人
間
は
人
間
と
な
ら
な
い
、

と
考
え
て
い
ま
す—
—

し
か
し
、
人
間
は
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
人
間
で
は
な
く
、
真
理
を
理
解
し
、
善
を
意
志
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
人
間
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
霊
的
な
も
の
と
天
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
人
間
を
つ
く
る
こ
と
を
知
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
１　
天
界
は
全
統
一
体
と
し
て
〝
人
間
〟
の
よ
う
な
形
で
見
ら
れ
、こ
こ
か
ら
天
界
は
〝
最
大
の
人
〟
と
言
わ
れ
る（
二
九
九
六
、 

二
九
九
八
、三
六
二
四

〜
三
六
四
九
、 

三
六
三
六
〜
三
六
四
三
、 

三
七
四
一
〜
三
七
四
五
、 

四
六
二
五
番
）。
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さ
ら
に
ま
た
、
人
間
は
だ
れ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
か
は
、
理
解
力
と
意
志
に
関
し
て
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
に
よ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
人
間
の
地
的
な
身
体
は
、
世
で
理
解
力
と
意
志
に
仕
え
る
た
め
に
、
最
も
外
部
の
自

然
の
領
域
の
中
で
理
解
力
と
意
志
の
役
立
ち
に
一
致
し
て
実
行
す
る
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
ま
た
、
身
体
は
、
そ
れ
自
体
か
ら
は
決
し
て
行
動
し
な
い
で
、
人
間
が
考
え
る
も
の
を
何
で
も
舌
と
口
で
語
り
、
意
志

す
る
も
の
を
何
で
も
身
体
や
四
肢
で
行
な
う
よ
う
に
、
理
解
力
と
意
志
の
意
の
ま
ま
に
従
順
で
あ
る
よ
う
に
動
か
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
に
理
解
力
と
意
志
が
行
な
っ
て
お
り
、
身
体
は
、
そ
れ
自
体
か
ら
は
何
も
行
な
い
ま
せ
ん—

—

こ
こ
か
ら
、
意
志
と
理

解
力
が
人
間
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
が
人
間
と
似
た
形
で
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
、
そ
れ
ら
が
、
外
な
る
も
の
の
中
で
内
な

る
も
の
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
、
意
志
と
理
解
力
が
、
身
体
の
最
も
個
々
の
も
の
の
中
で
働
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、
こ

の
こ
と
か
ら
人
間
は
内
な
る
人
や
霊
的
な
人
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

最
大
の
ま
た
最
も
完
全
な
形
を
し
た
こ
の
よ
う
な
人
間
が
天
界
で
す
。

　
六
一
　
人
間
に
つ
い
て
天
使
の
観
念
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
使
は
、
人
間
が
身
体
で
行
な
う
こ
と
に
は

決
し
て
注
目
し
な
い
で
、
身
体
が
行
な
う
も
と
で
あ
る
意
志
に
注
目
し
ま
す—

—

意
志
を
人
間
自
身
と
呼
び
、
理
解
力
は
こ
れ

が
意
志
と
一
つ
と
な
っ
て
働
く
か
ぎ
り
人
間
自
身
と
呼
び
ま
す＊
＊

。

　
六
二
　
全
天
界
が
天
使
の
だ
れ
か
の
視
野
に
落
ち
込
む
こ
と
は
な
い
の
で
、
確
か
に
、
天
使
は
天
界
を
全
統
一
体
の
よ
う
な

形
と
し
て
見
ま
せ
ん
、
し
か
し
時
々
、
数
千
の
天
使
た
ち
か
ら
一
つ
の
形
に
構
成
さ
れ
て
い
る
社
会
を
遠
く
か
ら
離
れ
て
見
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
部
分
で
あ
る
社
会
か
ら
、普
遍
的
な
天
界
に
つ
い
て
結
論
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、最
も
完
全
な
形
の
中
で
は
、

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
２　

人
間
の
意
志
は
そ
の
い
の
ち
の
エ
ッ
セ（
存
在
）そ
の
も
の
で
あ
り
、
理
解
力
は
そ
こ
か
ら
の
い
の
ち
の
エ
キ
シ
ス
テ
レ（
実
在
）で

あ
る（
三
六
一
九
、 

五
〇
〇
二
、 

九
二
八
二
番
）。

意
志
の
い
の
ち
は
、
人
間
の
い
の
ち
の
主
要
な
も
の
で
あ
り
、
理
解
力
の
い
の
ち
は
そ
こ
か
ら
発
出
す
る（
五
八
五
、 

五
九
〇
、三

六
一
九
、 

七
三
四
二
、 

八
八
八
五
、 

九
二
八
二
、 

一
〇
〇
七
六
、 

一
〇
一
〇
九
、 

一
〇
一
一
〇
番
）。

人
間
は
、
意
志
と
そ
こ
か
ら
の
理
解
力
か
ら
人
間
で
あ
る（
八
九
一
一
、九
〇
六
九
、九
〇
七
一
、一
〇
〇
七
六
、一
〇
一
〇
九
、一
〇
一
一
〇
番
）。

共
通
な
も
の
は
部
分
の
よ
う
で
あ
り
、
部
分
は
共
通
な
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
相
違
は
単
に
似
た
も
の
の
大
き
い
も
の
と
小
さ

い
も
の
の
間
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
彼
ら
は
、「
神
性
は
す
べ
て
の
も
の
を
最
内
部
か
ら
、
最
高
の
も
の
か
ら
見
る
の
で
、
全
天
界
は
主
の
視
野
の
中

で
こ
の
よ
う
な
形
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
六
三
　
天
界
は
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
、
そ
れ
は
主
に
よ
り
ひ
と
り
の
人
間
の
よ
う
に
、
し
た
が
っ

て
一
つ
の
も
の
の
よ
う
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
す—

—

な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
人
間
が
無
数
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
て
も
、
全
体
と
同
様
に
部
分
で
も
、
全
体
と
し
て
は
四
肢
・
器
官
・
内
臓
か
ら
、
部
分
と
し
て
は
繊
維
・
神
経
・
血
管
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
四
肢
の
四
肢
か
ら
、
部
分
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
で
も
人
間
が
あ
る
行
動
を
す
る
と
き
、
そ
れ

ら
は
一
つ
の
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す—

—

さ
ら
に
ま
た
、
主
の
統
制
と
導
き
の
下
で
、
天
界

は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
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六
四
　
人
間
の
中
の
全
部
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
一
つ
と
し
て
働
く
こ
と
は
、
そ
こ
に
は
、
共
通
の
事
柄
に
対
し
て
何
も
行

な
わ
な
い
も
の
、
役
立
ち
を
果
た
さ
な
い
も
の
は
何
も
な
い
か
ら
で
す
。
共
通
な
も
の
は
そ
の
部
分
の
た
め
に
役
立
ち
を
実
行

し
、
部
分
は
共
通
な
も
の
の
役
立
ち
を
果
た
し
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
、
共
通
な
も
の
は
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
、
部
分
は
共
通
な
も

の
を
構
成
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
相
互
に
供
給
し
、
互
い
に
眺
め
合
い
、
す
べ
て
と
個
々
の
も
の
が
共
通
な
も
の
と
そ
の
善
に
関
係

す
る
よ
う
な
形
に
結
合
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
一
つ
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

 

［
２
］
天
界
の
中
の
交
わ
り
も
こ
れ
と
似
て
い
ま
す
。
天
界
で
は
役
立
ち
に
し
た
が
っ
て
、
似
た
形
と
な
っ
て
結
合
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
共
同
体
の
善
を
果
た
さ
な
い
者
は
、
異
質
で
あ
る
と
し
て
天
界
か
ら
追
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

役
立
ち
を
果
た
す
者
は
、
公
共（
共
通
）の
善
の
た
め
に
、
他
の
者
に
よ
い
よ
う
に
と
欲
す
る
者
で
あ
り
、
役
立
ち
を
果
た
さ

な
い
者
は
、
公
共（
共
通
）の
善
の
た
め
で
は
な
く
自
分
自
身
の
た
め
に
、
他
の
者
に
よ
い
よ
う
に
と
欲
す
る
者
で
す
。
後
者
は

す
べ
て
の
も
の
に
ま
さ
っ
て
自
分
自
身
を
愛
す
る
者
で
す
が
、
前
者
は
す
べ
て
の
も
の
に
ま
さ
っ
て
主
を
愛
す
る
者
で
す—

—

こ
こ
か
ら
、
天
界
の
中
に
い
る
者
は
一
つ
と
し
て
働
き
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
自
分
自
身
か
ら
で
な
く
主
か
ら
で
す
。
彼
ら
は

そ
の
方
を
、
す
べ
て
の
も
の
の
も
と
で
あ
る
〝
唯
一
の
も
の
〟
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
方
の
王
国
を
、
共
同
体
の
よ
う
に
、
そ

れ
に
利
益
を
は
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
見
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
こ
と
が
次
の
主
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
ま
す
、

最
初
に
神
の
国
と
そ
の
義
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
…
…
す
べ
て
の
も
の
が
あ
な
た
が
た
に
加
え
ら
れ
ま
す
（
マ
タ
イ

六
・
三
三
）
。

　
「
そ
の
義
を
求
め
る
こ
と
」
は
、
そ
の
善
を
求
め
る
こ
と
で
す＊
３
。

 

［
３
］
世
で
祖
国
の
善
を
自
分
自
身
よ
り
も
愛
し
、
隣
人
の
善
を
自
分
自
身
の
よ
う
に
愛
し
た
者
は
、
来
世
で
主
の
王
国
を
愛

し
、求
め
る
者
で
す
、な
ぜ
な
ら
、そ
こ
で
は
主
の
王
国
が
祖
国
に
代
わ
る
か
ら
で
す
。
自
分
自
身
の
た
め
で
な
く
善
の
た
め
に
、

他
の
者
に
善
を
行
な
う
こ
と
を
愛
す
る
者
は
、
隣
人
を
愛
し
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
善
が
隣
人
で
あ
る
か
ら
で
す＊
４—

—

こ
の
よ
う
な
者
は
す
べ
て
、〝
最
大
の
人
〟
の
中
に
、
す
な
わ
ち
、
天
界
に
い
ま
す
。

　
六
五
　
全
天
界
は
ひ
と
り
の
人
間
を
表
わ
し
、
ま
た
最
大
の
形
と
映
像
を
し
た
神
的
霊
的（
な
）人
間
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
か

ら
天
界
は
、
人
間
の
よ
う
に
四
肢
と
部
分
に
区
別
さ
れ
、
同
じ
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す—

—

さ
ら
に
ま
た
天
使
は
、
あ

る
社
会
が
ど
の
四
肢
の
中
に
、
他
の
社
会
が
ど
の
四
肢
の
中
に
あ
る
か
知
っ
て
い
て
、「
そ
の
社
会
は
頭
の
部
位
ま
た
は
領
域

の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
社
会
は
胸
の
部
位
ま
た
は
領
域
の
中
に
、
そ
れ
は
腰
の
部
位
ま
た
は
領
域
の
中
に
あ
り
ま
す
、
等
々
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

全
般
的
に
、
最
高
ま
た
は
第
三
の
天
界
は
頭
か
ら
首
ま
で
を
形
作
り
、
中
間
ま
た
は
第
二
の
天
界
は
胸
か
ら
腰
と
ひ
ざ
ま
で

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

＊
３　

み
こ
と
ば
の
中
で
は
、
義（
正
義･

公
正
）は
善
に
つ
い
て
、
審
判
は
真
理
に
つ
い
て
言
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
義
と
審
判
を
行
な
う
こ

と
は
善
と
真
理
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る（
二
二
三
五
、 

九
八
五
七
番
）。

＊
４　

主
は
最
高
の
意
味
で
隣
人
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
主
を
愛
す
る
こ
と
は
、
そ
の
方
か
ら
の
も
の
す
べ
て
の
中
に
、
し
た
が
っ

て
善
と
真
理
の
中
に
、
そ
の
方
が
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
方
か
ら
の
も
の
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る（
二
四
二
五
、 

三
四
一
九
、 

六
七
〇
六
、 

六
七
一
一
、 

六
八
一
九
、 

六
八
二
三
、 

八
一
二
三
番
）。

こ
こ
か
ら
、
主
か
ら
の
す
べ
て
の
善
は
隣
人
で
あ
り
、
そ
の
善
を
意
志
し
、
行
な
う
こ
と
は
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る

（
五
〇
二
八
、一
〇
三
三
六
番
）。
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を
形
作
り—

—

最
外
部
ま
た
は
第
一
の
天
界
は
足
か
ら
足
の
裏
ま
で
を
、
ま
た
腕
か
ら
指
ま
で
を
形
作
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

腕
と
手
は
、
身
体
の
脇
に
あ
る
に
し
て
も
、
人
間
の
最
外
部
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
再
び
、
な
ぜ
三
つ
の
天
界
が
あ
る
か
、
明
ら
か
で
す
。

　
六
六
　
天
界
の
下
に
い
る
霊
は
、
天
界
が
上
と
同
じ
く
下
に
も
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
見
る
と
き
、
非
常
に
驚
き
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
天
界
は
上
以
外
の
場
所
に
は
な
い
、
と
い
う
世
の
人
間
と
似
た
信
仰
と
見
解
の
中
に
い
て
、
天
界
の
位
置
が
人
間
の
中

の
四
肢
・
器
官
・
内
臓
の
位
置
の
よ
う
に
、
あ
る
も
の
は
上
に
、
あ
る
も
の
は
下
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
四
肢
・
器
官
・
内
臓

の
中
で
、
あ
る
も
の
は
内
に
、
あ
る
も
の
は
外
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
天
界
に
つ
い
て
彼
ら
の
観

念
は
混
乱
し
て
い
ま
す
。

　
六
七
　〝
最
大
の
人
〟
と
し
て
の
天
界
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
述
べ
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
先
立
つ
知
識
な
し
に
、
こ
れ

か
ら
続
く
天
界
に
つ
い
て
の
観
念
を
決
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
天
界
の
形
・
天
界
と
の
主
の
結
合
・
人

間
と
の
天
界
の
結
合
・
霊
界
か
ら
自
然
界
へ
の
流
入
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
対
応
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
明
確
な
観

念
を
ま
っ
た
く
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
こ
の
あ
と
で
扱
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
れ

ら
の
こ
と
に
光
を
与
え
る
た
め
に
、
こ
の
こ
と
を
先
に
述
べ
た
の
で
す
。

９　
天
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
は
ひ
と
り
の
人
間
を
表
わ
す

　
六
八
　
私
は
、
何
度
か
、
天
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
も
ま
た
ひ
と
り
の
人
間
を
表
わ
し
、
人
間
の
似
姿
で
あ
る
の
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

光
の
天
使
を
装
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
多
く
の
者
が
入
り
込
ん
だ
社
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
装
う
者
は
偽
善
者
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
者
が
天
使
か
ら
分
離
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
私
は
、
社
会
全
体
が
最
初
に
一
つ
の
暗
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
、
そ

の
後
、
暗
い
な
が
ら
も
徐
々
に
人
間
の
形
と
な
り
、
つ
い
に
光
の
中
で
人
間
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

そ
の
人
間
の
中
に
い
て
、
そ
の
人
間
を
構
成
し
た
者
は
、
そ
の
社
会
の
善
の
中
に
い
た
者
で
し
た
。
そ
の
人
間
の
中
に
い
な

い
で
、
構
成
し
な
か
っ
た
他
の
者
は
偽
善
者
で
し
た
。
後
者
は
退
け
ら
れ
、
前
者
は
引
き
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
分
離
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

偽
善
者
は
、
よ
い
こ
と
を
語
り
、
よ
い
こ
と
を
行
な
い
も
し
ま
す
が
、
し
か
し
そ
の
個
々
の
も
の
の
中
で
自
分
自
身
を
眺
め

る
者
で
す—

—

主
・
天
界
・
愛
・
天
界
の
生
活
に
つ
い
て
、
天
使
の
よ
う
に
よ
い
こ
と
を
語
り
、
よ
い
こ
と
を
行
な
い
も
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
者
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
た
め
で
す—

—

し
か
し
、
考
え
る
こ
と
は
異
な
り
、
自
分
の
語
っ
て
い

る
こ
と
を
何
も
信
じ
て
い
ま
せ
ん
し
、
自
分
以
外
の
者
の
た
め
に
は
、
何
も
善
を
欲
し
も
し
ま
せ
ん
。
善
を
行
な
っ
て
も
、
自

分
自
身
の
た
め
で
す
。
も
し
他
人
の
た
め
に
行
な
う
な
ら
、
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
り
、
こ
う
し
て
ま
た
自
分
自
身
の
た
め
で
す
。

　
六
九
　
私
は
、
主
が
現
在
し
て
ご
自
身
を
示
さ
れ
る
と
き
、
天
使
の
社
会
全
体
が
ひ
と
り
の
人
間
の
形
を
し
た
者
と
し
て
現

わ
れ
る
こ
と
も
ま
た
見
る
こ
と
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
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そ
の
社
会
は
東
に
向
か
っ
て
高
い
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
、
小
さ
な
星
に
囲
ま
れ
て
、
白
光
り
す
る
色
か
ら
赤
く
な
っ
て
い
る
雲

の
よ
う
に
降
り
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
降
り
る
ま
で
徐
々
に
輝
き
を
増
し
、
つ
い
に
完
全
な
人
間
の
形
で
見
ら
れ
ま
し
た—

—
雲
の
周
囲
の
小
さ
な
星
は
天
使
た
ち
で
あ
り
、
主
か
ら
の
光
に
よ
り
こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　
七
〇
　
た
と
え
天
界
の
一
つ
の
社
会
の
中
に
い
る
す
べ
て
の
者
が
、
一
緒
に
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
そ
の
似
姿
の
中
に
現
わ
れ

る
時
で
も
、
そ
れ
で
も
、
他
の
人
間
と
似
た
人
間
が
だ
れ
も
い
な
い
よ
う
に
、
他
の
社
会
と
似
た
社
会
は
一
つ
も
な
く
、
一
つ
の
家

系
の
人
間
の
顔
の
よ
う
に
互
い
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
前
に
述
べ
た
こ
と
と
同
じ
で
す

（
四
七
番
）。
す
な
わ
ち
、
社
会
は
、
善
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
変
化
し
、
そ
の
善
の
中
で
、
彼
ら
は
形
作
ら
れ
ま
す
。

　

最
内
部
ま
た
は
最
高
の
天
界
の
真
ん
中
に
あ
る
社
会
は
、
最
も
完
全
で
最
も
美
し
い
人
間
の
形
で
現
わ
れ
ま
す
。

　
七
一
　
天
界
の
一
つ
の
社
会
の
中
で
、
一
つ
と
し
て
働
く
者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
そ
の
人
間
の
形
が
完
全
に

な
る
こ
と
は
記
し
て
お
く
価
値
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
前
に
示
し
た
よ
う
に（
五
六
番
）、
天
界
の
形
に
配
列
さ
れ
た
変
化

は
完
全
性
を
つ
く
り
、
変
化
は
多
く
の
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
天
界
の
社
会
は
日
々
、
数
を
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
増
す
か
ぎ
り
、
さ
ら
に
完
全
に
な
り
ま
す—

—

こ
う
し

て
社
会
が
完
全
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
が
天
界
を
構
成
す
る
の
で
、
全
般
的
に
天
界
も
ま
た
完
全
に
な
り
ま
す
。

　

天
界
は
数
の
増
加
か
ら
完
全
な
も
の
に
な
る
の
で
、
天
界
は
充
満
す
る
と
閉
ざ
さ
れ
る
、
と
信
じ
て
い
る
者
が
ど
れ
ほ
ど
欺

か
れ
て
い
る
か
明
ら
か
で
す
。
反
対
に
、
決
し
て
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
満
た
さ
れ
れ
ば
満
た
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
こ
と

か
ら
完
全
に
な
り
ま
す—

—

そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
新
し
い
天
使
の
訪
問
者
が
や
っ
て
来
る
こ
と
以
上
に
望
ま
し
い
も

の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
七
二
　
前
章
で
示
さ
れ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
一
緒
に
一
つ
と
し
て
見
ら
れ
る
と
き
人
間
の
似

姿
で
あ
る
こ
と
は
、
全
天
界
が
そ
の
似
姿
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
天
界
の
形
の
よ
う
に
最
も
完
全
な
形
を
し
た
も
の
は
、

部
分
が
全
体
と
類
似
し
、
ま
た
小
さ
い
も
の
が
最
大
の
も
の
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
天
界
の
小
さ
い
も
の
と
部
分
は
社
会
で
あ

り
、
そ
れ
ら
か
ら
天
界
が
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
ま
た
小
さ
い
形
で
の
天
界
で
あ
る
こ
と
は
前
に
見
ら
れ
ま
す（
五
一
〜
五
八
番
）。

　

こ
の
よ
う
な
類
似
は
、
天
界
の
中
の
す
べ
て
の
善
が
一
つ
の
愛
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
起
源
か
ら
存
在
す
る
の
で
、
永

続
し
ま
す
。
そ
こ
の
す
べ
て
の
善
が
存
在
す
る
起
源
で
あ
る
一
つ
の
愛
と
は
、主
へ
の
愛
で
あ
り
、そ
れ
は
主
か
ら
の
も
の
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
全
天
界
は
全
般
的
に
そ
の
方
に
類
似
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
は
そ
れ
ほ
ど
全
般
的
に
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
天
使
は
特
定
的
に
そ
の
方
に
類
似
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
も
ま
た
前
に
見
ら
れ（
五
八
番
）、
そ
こ
に
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。


